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第
5
回
町
民
劇
場
「
花
染
め
の
た
す
き
」

2月
10日
、
町
民
に
手
づ
く
り
に
よ
る
「
雫
石
町
民
劇
場
」が

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
役
者
、
ス
タ
ッ
フ
と
も

こ
の
日
の
た
め
に
頑
張
っ
て
き
た
す
べ
て
の
成
果
を
舞
台
に

集
中
し
、
終
演
の
幕
と
同
時
に
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
や
歓

声
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
2～
5ペ
ー
ジ
）

平
成
20年

３
月
10日

号
　
N
o.605



2広報しずくいし　第605号

第
５
回
雫
石
町
民
劇
場

第
五
回
雫
石
町
民
劇
場
「
花
染
め
の
た
す
き（
二
幕
）」（
同
実
行
委
員
会
主

催
）が
二
月
十
日
、
中
央
公
民
館
野
菊
ホ
ー
ル
で
昼
と
夜
の
二
回
に
わ
た
っ

て
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
来
場
し
た
約
千
二
百
人
の
観
客
は
、
二
時
間
半
に
わ

た
る
熱
演
に
時
を
忘
れ
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
劇
の
あ
ら
す
じ
、

そ
し
て
劇
の
裏
側
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

時は戦国時代。三戸の領
主南部信直は勢力拡大のた
めに雫石の城を落とすため
先発隊を晴山・笹森・名子
に送り陣を敷き、さらに山
伏の自光坊

じこうぼう

を間者として雫
石に送り込み、雫石を混乱
させようとした（�）。
そんな中、10年前から三
戸から雫石に移り住んでい
る宇免太

う め た

とその家族は「三
戸生まれ」と一部の雫石の

人からいじめられるようになっていた（�）。
しかし土地の若者の与佐衛

よ さ え

と花江
は な え

は宇免太の家族をかばい、いつ
も味方になった。それに感謝した宇免太は親の形見である「花染め
のたすき」を与佐衛に渡し、永遠の友情を誓う（�）。
一方、自光坊は雫石方の軍師、倉山大善

だいぜん

に対して貢ぎ物を送り和
議を申し入れるよう言いくるめる。しかし雫石方のもう一人の軍師
綾織越前
あやおりえちぜん

は貢ぎ物を送った後に和議を破棄されることを恐れ、和議
のみを結ぶことを雫石城主の雫石氏に進言。軍議の結果、貢ぎ物を
送らず和議を申し入れることとなった（�）。
与佐衛は和議の申し入れの供として敵陣に行くことになる。殺さ
れるかもしれないという花江の心配を振り切り、宇免太との友情の
証である花染のたすきを花江に渡して敵陣に向かった。

��

�

�



3 広報しずくいし　第605号

interview
米
澤
　
勝
さ
ん

主
人
公
　
与
佐
衛
役

栗
城
　
宏
さ
ん

演
出

佐
々
木
　
正
志
さ
ん

脚
本
・
同
実
行
委
員
会
委
員
長

5回と言う節目を迎え、町民
だれもがわかる題材にしようと
よしゃれの話を書きました。
役者の真に迫る演技や舞台の

セットや演出も素晴らしく、話
をより一層魅力的なものにして
くれたと感謝しています。

戻らない与佐衛を心配し三戸の陣に行く花江。
危うく三戸の武者に殺されそうになるが宇免太に
助けられる。
和議が破棄された事を知った軍師綾織はろう城

を考えた。そのため、強固な濠
ほり

と土樋堰を秘密の
うちに造る計画を立てる。工事は一部の者でだけ
で行われた（�）。綾織は工事の小頭には与佐衛を、
水の取り入れ口を隠す「だんご屋」の売り手に花江
を置いた（�）。二人はその時夫婦になった。綾織
の配慮で工事から外されていた宇免太は、自分を
外したのは与佐衛であると思い込み、二人の絆に
溝ができてしまう。
工事は完成し、雫石城の濠に水が入る。困った

三戸南部の軍は必死に水の取り入れ口を探した。
自光坊は団子屋が怪しいと思い、花江に「その花染
のたすきはきれいだが、あなたはもっと美しい」と
言い寄って秘密を聞き出そうとする。しかし花江
は口を割らない。業を煮やした自光坊は花江に刀
を向ける。そこに宇免太が助けに入り、花江の命
は助かった（�）。その後の会話で与佐衛と宇免太
はすれ違いに気がつき、再び友情を確かめ合う。
この一件で皆から宇免太に対する偏見もなくなり、
全員が自光坊を追い払ったことを喜んだ（�）。こ
れを唄にしたのが今の「よしゃれ」となった。

劇のレベルが第1回に比べて
格段に良くなっています。役者
自ら意見を言える人が増えてき
ました。演出では、よしゃれの
唄をどう聞かせるかが一番悩
み、苦労した部分です。全体を
通してやりがいある話でした。

練習は厳しかったけれど、皆
さんに喜んでもらおうと頑張っ
てきました。笑いをとる役では
ないため客席からの反応が見え
ず不安でしたが、去年より上手
だったと褒められてとても嬉し
かったです。

���

�
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町
派
遣
交
流
職
員
高
橋
寿
が
覗
く

町
民
劇
場
の
裏
側

町
民
劇
場
の
計
画
は
例
年
四
月
こ
ろ
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
内
容
が
固
ま
る
秋

こ
ろ
か
ら
練
習
を
開
始
し
、
同
時
に
大
道
具
、
小
道
具
、
音
楽
な
ど
に
も
取
り
か

か
り
ま
す
。
約
百
二
十
人
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
上
手
く
重
な

り
合
う
こ
と
で
、
総
合
芸
術
と
し
て
の「
町
民
劇
場
」が
完
成
し
ま
す
。

今
回
は
紫
波
町
の
交
流
職
員
高
橋
寿
が
覗
い
た「
町
民
劇
場
の
裏
側
」を
お
伝
え

し
ま
す
。

空
想
舞
台
に
世
界
観
を
形
作
る

大
道
具

役
者
の
個
性
を
光
ら
せ
る

小
道
具
、
メ
イ
ク

役
者
が
身
に
つ
け
る
小
道
具
な
ど
は
前
日

ま
で
微
調
整
が
入
り
ま
す
。
メ
イ
ク
も
何

度
か
行
い
一
番
役
柄
に
合
っ
た
も
の
に
し

て
い
ま
し
た
。

舞
台
で
一
番
目
立
つ
セ
ッ
ト
と
な
る
大
道

具
は
、
町
内
の
建
設
業
経
験
者
な
ど
が
手

掛
け
る
本
格
的
な
も
の
。
昨
年
ま
で
は
剣

道
場
で
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
は
セ
ッ
ト
が
大
き
い
た
め
農
協
の
倉

庫
が
主
な
作
業
場
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
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町民劇場は今まで参加したことも見た
こともありませんでした。紫波町では町
民劇場当日の駐車場係をやったのが唯一
のつながりでしょうか。そんな私ですが
今回、町民劇場の準備段階から本番まで
の「裏方さん」の仕事ぶりを取材させて
いただくことになりました。
セットの組み立てや位置の確認、細か

い部分の微調整などを手際よく行う姿、
役者さんを別人にしてしまうようなメー
ク担当の方々の華麗な手さばき、劇の時
代にタイムスリップしたような衣装の
数々、暗くて狭い一室で奮闘していた照
明担当、リハーサルで役者さんたちを叱
咤激励する演技指導者、壁に向かってセ
リフを復唱する役者さんの鬼気迫る姿、
どれも印象的な光景でした。
これらの積み重ねが、

本番の素晴らしい出来に
つながったのだろうと思い
ます。今回のことを頭にい
れて、次回の雫石町町民劇
場は観客として観に
来たいと思います。

※交流職員とは、
町が職員の意識
改革などを目
的に紫波町と
矢巾町との間
で行っている職
員の相互交流で派遣
された職員です。

役
の
完
成
度
を
高
め
る

稽
古け

い
こ

雰
囲
気
を
自
在
に
操
る

音
響
、

照
明

舞
台
を
盛
り
上
げ
る
色
と
り
ど
り

の
照
明
や
音
楽
。
台
本
を
読
み
込

み
、
事
前
に
役
者
の
動
き
を
入
念

に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

演
出
家
栗
城
さ
ん
の
指
導
の

も
と
、
自
分
の
役
柄
を
つ
か

ん
で
い
き
ま
す
。
舞
台
袖
で

も
役
者
同
士
で
入
念
な
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
演
技
の
息
を

合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

紫
波
町
交
流
職
員
高
橋
寿
が
語
る

雫
石
町
民
劇
場
の
魅
力
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いよいよ4月からスタート！

新しい健康診査・保健指導新しい健康診査・保健指導

健診を受けてメタボリックシンドロームを予防しよう

�
�

4月からメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した健康診査と保健
指導が行われることになりました。メタボリックシンドロームになると命に関わ
る病気が発症しやすくなります。いつまでも健康でいるために予防が何より大切
です。新しい健康診査を健康づくりに役立てましょう。

運動不足や食生活の変化などから、生活習慣病を原因とする心臓病や脳卒中、糖尿病やその合併症であ
る失明や腎臓病が増えています。これらは寝たきりや障害など生活に不自由をもたらしたり、死亡の原因
になったりします。生活習慣病の発症には、内臓脂肪がたまりすぎる内臓脂肪型肥満（内臓肥満）とそこか
ら発生するメタボリックシンドロームが関係していることが多く、そこに着目した健康診査が行われるこ
とになりました。

★新しい健診は40～74歳のすべての人が対象です
新しい制度である特定健康診査（特定健診）の対象者は40歳から74歳までで、その年度を通じて医療保険

（健康保険）に加入しているすべての人になります。
※医療保険とは健康保険組合、政府管掌保険組合、共済組合、国民健康保険などを指します。あなたの保
険証から医療保険が確認できます。

★65歳以上の人には生活機能評価を実施します
65歳以上の人には生活機能（日常生活を維持していくための心身の能力）をチェックします。検査の結果、
機能低下が認められた人は「特定高齢者」として地域包括支援センター（町役場福祉課内）が行う介護予防
サービスが提供されます。

なぜ健康診査が変わるのですか？

より効果的に生活習慣病を防ぐためです

�
�
これまで町が行ってきた健康診査が、医療保険者が実施の義務を負うことになり、対象者は加入してい

る医療保険者が指定する健康診査機関で受診することになります。いままで基本健診を受けていた人は今
後は医療保険者からの通知などにより健康診査を受けていただくことになります。
また、医療保険者が健康診査を行うことで、健康診査データは原則として医療保険者が継続して管理す

るため、健康診査結果をより健康づくりに生かすことができるようになります。

健診の受け方が変わるのはなぜですか？

健診の実施主体が町から各医療保険者に変わるためです
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�
�

＋

特定健診では腹囲の測定やLDL（悪玉）コレステロール検査が新しく加わります。検査内容は糖質異常や
血圧異常を調べる検査が中心です。検査の結果、メタボリックシンドロームの該当者・予備群であること
がわかったら病気を予防するための特定保健指導が引き続いて行われます。メタボリックシンドロームの
状態は、自覚症状がなくても動脈硬化が急速に進んで血管に異常が生じ、心臓病や脳卒中といった循環器
病を招きやすくなるからです。
自分の体が危険な状態であることに早めに気付き、生活習慣を改善することで心臓病や脳卒中などの深

刻な病気を予防することが可能と考えられています。

新しい健診ではどんな検査が行われるのですか？

腹囲の測定など、メタボリックシンドロームの
危険因子を調べる項目が加わります

�
�
特定健診で生活習慣病の発症の危険が見つかった人には、予防のために生活習慣改善のための専門家

（医師、保健師、管理栄養士など）のサポートが行われます。一人ひとりの生活に合った改善策を一緒に考
えてくれますので、ぜひ活用して健康づくりに生かしましょう。

特定保健指導とは何ですか？

メタボリックシンドロームの該当者・予備群を
対象とした生活習慣改善支援です

内臓脂肪型肥満
脂質異常

血圧異常

高血糖

●いずれか１つをもっている
→メタボリックシンドローム予備群

●いずれか２つ以上をもっている
→メタボリックシンドロームに該当

問診や健康診査の結果をお知らせして生活習慣を見直していただき、健康づくり
に必要な情報を提供します。
●健康診査結果の読み方
●具体的な健康づくりの方法
●健康づくりのサークルや施設などの紹介　など

健康診査結果から今の生活習慣を振り返り、生活習慣改善の必要性を理解した上
で、専門家のサポートを受けながらすぐに実行できる目標を立てます。
【初回】1人20分以上の個別面接または1グループ80分以上のグループ支援
▼

【6カ月後】電話やメールなどによる健康状態や生活習慣の確認

初回面接で内臓脂肪の減量のための行動目標を立て、一定期間専門家のサポート
を受けながら健康づくりを継続していきます。
【初回】1人20分以上の個別面接または1グループ80分以上のグループ支援
▼

【3カ月以上の継続的な支援】個別面接、グループ支援、実技、実習、IT活用など
行動計画の実施状況の確認を行い、目標設定の見直しを行う
▼

【6カ月後】電話やメールなどによる健康状態や生活習慣の確認

健
康
な
人
も

含
め
、
す
べ

て
の
人
に

情
報
提
供

動
機
づ
け
支
援

積
極
的
支
援

メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
予
備
群
と

い
う
人
に

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
に
該
当

す
る
人
に

�

�

�

サポート・指導方法



広報しずくいし　第605号 8

�
�

新しい健診・指導の流れはどうなるのですか？

案内に沿って健診を受け、判定結果をもとに
特定保健指導を受けることになります

�
�
75歳以上の人は特定健診と検査項目は基本的に変わりない後期高齢者健康診査を受けます。役場から健

康診査の案内（受診券）が送付されます。保健指導の内容も減量目的の指導から健康相談に変わります。

75歳以上の人の健診はどうなるのですか？

特定健診に代わる健診。糖尿病などの生活習慣
病を予防する健診を受けます

�
�
春に保健推進員を通じ「各種健診対象者世帯調査票」を配布しますので、その時に各種がん検診の申し

込みをしてください。検診が近づいたころに町から受診の案内を通知します。

がん検診などはどうなるのですか？

がん検診は今までどおり町保健センターでご案
内します

①
健
診
の
案
内
が
届
き
ま
す

対
象
者
に
は
毎
年
医
療
保
険
者
（
国
民
健
康
保
険
の
人

は
町
役
場
、
そ
の
他
の
健
康
保
険
の
人
は
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
者
）
か
ら
健
康
診
査
の
案
内
（
受
診
券
）
が
送

ら
れ
ま
す
。

③
特
定
健
診

こ
れ
ま
で
の
検
査
項
目
に
加
え
、
新
た
に
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク
の
確
認
に
欠
か
せ
な
い
腹
囲

測
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

⑤
特
定
保
健
指
導

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
よ
る
危
険
度
が
高

く
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要
な
人
に
は
、
医
師
や
保
健

師
、
管
理
栄
養
士
な
ど
に
よ
る
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
が
始

ま
り
ま
す
。

②
案
内
の
確
認

案
内
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る
検
診
日
な
ど
を
確
認
し
、

そ
れ
に
従
っ
て
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

④
判
定
・
結
果
通
知

受
診
者
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ
ス
ク

に
よ
っ
て
３
グ
ル
ー
プ
に
区
分
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
通
知

さ
れ
ま
す
。

� � ��
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�生活は適量とバランスが大切

食生活の見直しは、まず食べ過ぎを改めることから。
でも、ただやみくもに量を減らせばよいというものではありません。
バランスの良い食生活を目指しましょう。

いよいよ4月からスタート！

新しい健康診査・保健指導

メタボリックシンドロームにならないために
食生活を見直し、体を動かしましょう
メタボリックシンドロームを予防・解消するためには、その原因となる内臓脂肪（お腹まわ
りにつく脂肪）を減らさなければなりません。内臓脂肪がたまるのは食事で摂取したエネルギ
ー量が運動で消費するエネルギー量よりも多いためです。メタボリックシンドロームの予
防・解消には食生活を見直し、体を積極的に動かすことが大切です。

食

�動不足解消はウォーキングと筋力トレーニングで

内臓脂肪を減らすには、体を動かすことが不可欠。
ウォーキングと筋力トレーニングを組み合わせて効果的に内臓脂肪を
減らしていきましょう。

運

【喫煙】動脈硬化を進行させます。喫煙習慣のあ
る人は、自分だけでなく周囲のためにも思い切
って禁煙に挑戦しましょう。
【ストレス】過食や酒の飲み過ぎにつながります。
睡眠時間を確保する、趣味をもつなど自分に合
ったリラックス法を身につけましょう。

そのほかにも
こんな点を

改善しましょう

【問い合わせ先】保健センター（�692－2227）

●満腹感を得るため、よくかんでゆっくり食べる
●1日3食、規則正しく食事する
●間食や甘い飲みもの、揚げものなどは控えめに
●肉の脂身は取り除く。魚を積極的に食べる
●野菜を意識して毎食とる

●1日1万歩を目標に。まずは今の歩数に1000歩プラス
●エレベーターやエスカレーターではなく階段で
●買い物は歩いて行くなど、歩く機会を増やす
●自宅で筋力トレーニングをするなら、腹筋や腕立て伏せ、
スクワットがおすすめ
●筋力トレーニングは10回1セットから始めて、慣れたらセ
ット数を増やす



町
民
の
皆
様
の
ご
み
減
量
化
へ
の
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
、
昨

年
四
月
か
ら
本
年
一
月
ま
で
の
ご
み
排
出
量
は
前
年
同
期
と
比
較

し
七
百
十
七
・
六
二
ト
ン
、
率
に
し
て
約
一
三
％
減
量
し
ま
し
た
。

一
人
一
日
あ
た
り
で
見
る
と
前
年
と
比
較
し
て
八
十
七
グ
ラ
ム
減

っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
昨
年
四
月
か
ら
資
源
ご
み
以
外
の
ご
み

処
理
を
滝
沢
村
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
ご
み
の

減
量
は
ご
み
処
理
費
用
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
、
仮
に
前
年
も
処

理
委
託
し
て
い
た
と
想
定
す
る
と
約
二
千
万
円
処
理
費
用
を
削
減

で
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
資
源
の
無
駄
遣
い
を
抑
え
る
ほ
か
、
ご

み
処
理
に
伴
う
環
境
へ
の
負
荷
が
減
る
こ
と
で
、
美
し
い
環
境
づ

く
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
各
家
庭
で
ご
み
排
出
量

の
削
減
を
さ
ら
に
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

町
民
の
理
解
あ
る
取
り
組
み
が
奏
功

処
理
費
用
２
千
万
円
分
節
約
に

１
人
１
日
87
グ
ラ
ム
減

ご
み
の
量
が
昨
年
比
大
幅
減
少

広報しずくいし　第605号 10

平成19年1月末 5,491.51トン

平成20年1月末 4,773.89トン

比較 △717.62トン

年度 町 県 比較

平成15年度 1,051グラム 1,004グラム 47グラム

平成16年度 1,075グラム 1,015グラム 60グラム

平成17年度 1,122グラム 1,023グラム 99グラム

平成18年度 1,109グラム 1,012グラム 97グラム

平成19年度 1,022グラム － －
※平成19年度は１月末までの数値で計算

※前年4月から1月までの累計。資源ごみは除く

表1）町内ごみ排出量昨年比

表2）1人1日あたりのごみ排出量
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町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
み
減
量
へ
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
平
成
二
十
年
一
月
末

現
在
で
一
人
一
日
当
た
り
の
ご
み
排
出

量
は
千
二
十
二
グ
ラ
ム（
集
団
資
源
回

収
含
む
）に
な
り
ま
し
た
。
平
成
十
八

年
度
は
千
百
九
グ
ラ
ム
で
し
た
の
で
、

比
較
す
る
と
八
十
七
グ
ラ
ム
減
少
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成
十
八
年
度
の

町
で
は
、
町
婦
人
会
役
員
の
皆
さ
ん
に

協
力
を
い
た
だ
き
、
五
十
六
日
間
に
わ

た
り
廃
棄
物
組
成
調
査
を
行
い
ま
し

台
所
か
ら
出
る
生
ご
み
の
水
分
を
減

ら
す
だ
け
で
重
量
も
軽
く
な
り
、
燃
や

す
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
減
に
も
な
り
ま

す
。
ま
た
、
水
切
り
を
し
っ
か
り
す
る

こ
と
で
腐
り
に
く
く
な
る
の
で
、
い
や

な
臭
い
の
発
生
を
あ
る
程
度
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
生
ご
み
を
処
理
す
る
と

き
は
水
切
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

水
切
り
か
ご
や
排
水
溝
の
ご
み
受
け

に
た
ま
っ
た
生
ご
み
、
水
切
り
袋
に
入

町
民
一
人
あ
た
り
の
ご
み
排
出
量

岩
手
県
の
平
均
に
近
づ
く

ご
み
排
出
量
を
減
ら
す「
鍵
」は

生
ご
み
に
含
ま
れ
る
水
分
処
理
へ
の
一
手
間

町
内
の
一
般
家
庭
の
ご
み
組
成
割
合
を
調
査

生
ご
み
が
全
体
の
39
％
を
占
め
る
こ
と
が
判
明

県
と
町
の
一
人
一
日
当
た
り
の
排
出
量

の
差
が
九
十
七
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
平
成
十
九
年
度
の
町
の
値
は
県
に

近
い
数
値
に
な
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
依
然
県
平
均
よ
り
高
い
数

値
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
み
減
量
に
向
け
て
よ
り
一
層
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

た
。
ご
み
の
種
類
ご
と
に
毎
日
計
量
器

で
重
さ
を
量
り
記
録
を
取
っ
た
結
果
、

雫
石
町
の
ご
み
の
排
出
量
の
う
ち
最
も

多
い
割
合
を
占
め
た
の
は
生
ご
み
三

九
％
で
、
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
家

庭
の
生
ご
み
の
割
合
（
約
四
〇
％
）
と

同
程
度
で
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
県
の
ご
み
処
理
広

域
化
研
究
の
一
環
と
し
て
、
ご
み
の

減
量
化
な
ど
に
関
す
る
方
策
の
検
討

の
た
め
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

れ
た
生
ご
み
も
捨
て
る
前
に
ひ
と
絞
り

し
ま
し
ょ
う
。
手
で
絞
る
の
が
効
果
的

で
す
が
、
直
接
触
れ
る
こ
と
に
抵
抗
が

あ
る
人
は
び
ん
の
底
を
使
っ
て
生
ご
み

を
強
く
押
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
か
な
り

の
水
分
が
流
れ
出
し
、
重
さ
も
軽
く
な

り
ま
す
。

町
で
は
、
電
動
生
ご
み
処
理
機
・
コ

ン
ポ
ス
ト
な
ど
の
購
入
費
に
補
助
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

【
補
助
金
を
申
請
で
き
る
人
】
雫
石
町

内
に
住
所
が
あ
り
、
現
に
居
住
し
て
い

る
人
（
た
だ
し
、
一
世
帯
一
回
限
り
）

【
補
助
金
額
】
購
入
費
の
二
分
の
一
以

内【
限
度
額
】
電
動
生
ご
み
処
理
機
▽
三

万
円
、
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
▽
三
千
円

※
補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は

あ
ら
か
じ
め
町
役
場
環
境
対
策
課（
�

６
９
２
・
２
１
１
１
　
内
線
１
６
５
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
購
入
か
ら
一

カ
月
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
処
理
容
器
な
ど

購
入
費
に
補
助

ごみの組成割合調査に協力した
婦人会メンバーに話をききました

生
ご
み
の
重
さ
と

水
分
の
多
さ
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た

調査に協力した町婦人会の佐々木智恵
さん（左）と岩持斗季子さん

家で出すごみの重さを種類別に1グラム単
位まで計測しなければならないことは本当に
手間がかかりました。しかし、重さを量るこ
とで、贈答品がいかに過剰包装されているか、
お菓子の箱や野菜を包んでいるラップなどご
みになるものを私たちが生活の上でいかに大
量に買っているかということに気付くきっか
けになりました。また、ペットボトルの外装
やびんのふたなども分別する時に分けやすい
ものと分けにくいものがあり、メーカーごと
にリサイクルに対する意識の違いなども感じ
ました。分別しやすい商品が世の中に広まれ
ばいいなと思います。
調査期間中に特に気を遣ったのは生ごみの

排出方法です。生ごみは、水分処理を行えば
行った分だけ軽くなります。ごみの重さによ
って町が滝沢村に負担する処理料金が違うこ
とを聞いていたので、なるべく生ごみの水分
をなくするように水切りネットやコンポスト
などを活用しました。コンポストがあるのと
ないのとでは、生ごみの排出量が格段に違っ
ていたのではないかなと思っています。調査
を通じて、ちょっと工夫したり、ひと手間か
けることが大切だと改めて実感しました。
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◎
４
月
か
ら
変
わ
る
ご
み
の
出
し
方
そ
の
１

ご
み
は
大
き
く
分
け
て
資
源
ご
み
と

そ
れ
以
外
の
ご
み
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

町
で
は
、
資
源
ご
み
の
質
に
応
じ
た
細

か
な
分
別
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
資
源

ご
み
は
、
新
た
に
製
品
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
る
材
料
に
な
る
も
の
で
、
汚
れ
て

い
る
と
資
源
に
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
「
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

一
人
ひ
と
り
か
ら
始
ま
る
「
資
源
の
有
効
活
用
」

ル
ー
ル
に
従
っ
て
き
ち
ん
と
出
し
ま
し
ょ
う

器
包
装
」
は
引
き
渡
し
の
際
の
品
質
基

準（
左
上
表
３
参
照
）が
細
か
く
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
に
、

表３）その他プラスチック製容器包装の品質基準

混入してはいけないもの
①飲料・しょうゆ用のペットボトル
②その他素材の容器包装（金属、ガラス、紙製など他の素材の容器包装）
③容器包装以外のプラスチック（バケツ、洗面器、カセットテープなどの
容器包装以外のプラスチック製品）
④①～③以外の異物（刃物、容器以外のガラス・金属布、陶磁器、土砂、
生ごみ、木くず、紙、皮、ゴムなど明らかにプラスチック製容器包装で
ないもの）
⑤水分（滴が垂れない状態であること）

再
度
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
る
も
の
と

し
て
「
キ
レ
イ
」
に
「
他
の
材
質
と
混

ぜ
な
い
」
こ
と
を
基
本
に
分
別
排
出
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
い
ろ
い
ろ

な
商
品
が
溢
れ
、
そ
の
便
利
さ
を
享
受

し
な
が
ら
日
々
の
生
活
が
営
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
「
ご
み
」
も
発

生
し
て
き
ま
す
が
、「
ご
み
」
の
発
生

を
抑
止
す
る
こ
と
も
資
源
循
環
型
社
会

の
中
で
大
切
な
こ
と
で
す
。
買
い
物
の

時
に
は
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
す
る
、
詰

め
替
え
商
品
を
利
用
す
る
な
ど
、
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
紙
製
容
器
包
装
の
収
集
頻
度

に
つ
い
て
、
四
月
か
ら
四
週
間
に
一
回

を
二
週
間
に
一
回
に
改
め
収
集
頻
度
を

高
め
ま
す
。
資
源
の
保
管
が
大
変
だ
と

い
う
皆
様
の
声
を
反
映
し
、
改
定
す
る

も
の
で
す
。

平
成
二
十
年
度
の
ご
み
と
資
源
の
収

ごみ処理手数料も
4月から変わります

4月から「一般廃棄物収集運搬業
者または事業者が自ら搬入する廃
棄物」の処分のための手数料が
「10kgまでごとに80円」になります。
これは、経過措置によるもので、

平成21年4月からは10kgまでごと
に100円になります。

保
管
の
手
間
な
ど
負
担
を
軽
減

４
週
間
に
１
度
を
２
週
間
に
１
度
に
し
ま
す

集
日
程
に
つ
い
て
は
、
本
誌
と
同
時
配

布
す
る
平
成
二
十
年
度
版
の
「
ご
み
と

資
源
の
分
け
方
・
出
し
方
カ
レ
ン
ダ

ー
」
を
参
照
く
だ
さ
い
。
ご
み
や
資
源

は
決
め
ら
れ
た
日
に
出
し
、
地
域
で
設

置
管
理
し
て
い
る
ご
み
集
積
所
を
き
れ

い
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

【
そ
の
他
紙
製
容
器
包
装
の
例
】

お
菓
子
な
ど
の
食
品
の
箱（
紙
製
）、

化
粧
品
の
箱
、
コ
ピ
ー
用
紙
の
包
装
紙
、

贈
答
品
の
化
粧
箱
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
台

紙
な
ど

【
資
源
の
出
し
方
】

そ
の
他
紙
製
容
器
包
装
の
出
し
方
と
注
意
点

紙
袋
に
入
れ
て
ホ
チ
キ
ス
で
と
め
る

か
、
紙
ひ
も
で
し
ば
っ
て
排
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
排
出
時
の
注
意
点
】

①
異
質
物（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ビ
ニ
ー

ル
、
金
属
）は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

②
汚
れ
が
ひ
ど
い
場
合
は
、「
普
通
ご

み
」に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
蛍
光
灯
、
乾
電
池
も
こ
の
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
そ
の
他
紙
製

容
器
包
装
と
は
分
け
て
く
だ
さ
い
。

蛍
光
灯
は
購
入
時
の
箱
に
入
れ
て
い

く
だ
さ
い
。
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◎
４
月
か
ら
変
わ
る
ご
み
の
出
し
方
そ
の
２

これまで普通ごみとしていた「化粧品のびん」を、4月からは資源ごみ
として扱い「びんの日」に回収します。
従来、化粧品のびんは耐熱素材や乳白色素材のびんがあり、ソーダ石灰
素材のびんと一緒にリサイクルすることが技術的に困難でした。そのため、
化粧品のびんの多くが普通ごみとして回収されていました。しかし、現在
化粧品のびんの素材がソーダ石灰に変更され、資源としてリサイクルする
ことが可能になりました。出し方のルールはびんの出し方と同じです。皆
様のご協力をお願いします。

あ
き
び
ん
は
細
か
く
砕
か
れ
て
再
び

ガ
ラ
ス
び
ん
な
ど
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
時
に
金
属
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
、
耐
熱
ガ
ラ
ス
、
陶
磁
器
な

ど
の
異
物
が
混
ざ
っ
て
い
る
と
、
新
し

ガ
ラ
ス
び
ん
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
に

異
物
の
混
入
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

く
つ
く
る
ガ
ラ
ス
び
ん
な
ど
の
強
度
が

大
き
く
低
下
し
ま
す
。

び
ん
を
排
出
す
る
時
は
、
こ
れ
ら
を

一
緒
に
混
ぜ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

ど
ん
な
び
ん
で
も
、
排
出
の
ル
ー
ル

は
同
じ
で
す
。

①
キ
ャ
ッ
プ
を
と
る

ア
ル
ミ
キ
ャ
ッ
プ
や
王
冠
な
ど
が
付

い
た
ま
ま
排
出
さ
れ
る
と
、
ガ
ラ
ス
び

ん
を
つ
く
る
時
に
溶
け
ず
に
残
り
、
び

ん
の
強
度
が
低
下
し
ま
す
。
必
ず
キ
ャ

ッ
プ
な
ど
を
外
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。
外
れ
に
く
い
中
栓
は
外
さ
ず
、
そ

の
ま
ま
排
出
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

②
中
を
さ
っ
と
洗
う

あ
き
び
ん
に
中
身
が
残
っ
て
汚
れ
て

い
る
と
、
腐
敗
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
の
工

程
で
悪
臭
が
発
生
し
、
非
常
に
不
衛
生

で
す
。
中
身
を
出
し
て
軽
く
ゆ
す
い
で

く
だ
さ
い
。
ラ
ベ
ル
は
は
が
さ
な
く
て

あ
き
び
ん
の
排
出
ル
ー
ル
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

③
あ
き
び
ん
以
外
の
も
の
を
混
ぜ
な
い

●
ガ
ラ
ス
製
品
で
も
、
な
べ
や
皿
な
ど

の
耐
熱
ガ
ラ
ス
は
混
ざ
る
と
欠
陥
び
ん

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
茶
碗
や
湯
の
み
、
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ

な
ど
の
陶
磁
器
類
が
混
ざ
る
と
び
ん
の

強
度
を
大
き
く
低
下
さ
せ
ま
す
。

●
農
薬
や
劇
薬
が
入
っ
た
び
ん
は
、
資

源
化
の
過
程
で
有
毒
な
ガ
ス
が
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
製
の
コ
ッ
プ
や

灰
皿
な
ど
も
混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
ら
は
「
普
通
ご
み
」
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆集団資源回収に奨励金を交付しています◆
町では、町内の住民で組織した営利を目的とし

ない団体に、資源の集団回収活動を実施した際に
奨励金を交付する制度を設けています。
登録を希望する団体は、実施前に「集団資源回

収実施団体登録届」を役場環境対策課へ提出して
ください。
登録は年度ごとに必要になります。

【対象団体の例】
子供会、学校、PTA、町内会など
【奨励金の内容】
①実施回数１回につき1,000円（上限：年12回）
②重量割　古紙、古繊維 ……… 8円／kg

金属、雑びん類 …… 5円／kg
リターナブルびん … 3円／本

【問い合わせ先】町役場環境対策課（�692－2111 内線165）
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周
知
新
生
活
が
ス
タ
ー
ト
す
る
季
節
で
す

募
集
あ
な
た
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
パ

ー
ト
ナ
ー
登
録
制
度
は
、
意
見
を
述
べ

て
審
議
す
る
委
員
会
な
ど
の
委
員
の
候

補
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
お
く

制
度
で
す
。
知
識
や
経
験
を
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
皆
さ

ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
分
野
】
①
産
業
分
野
（
農
林
水

産
業
、
商
業
、
工
業
、
観
光
産
業
、
産

業
全
般
）
②
民
生
分
野
（
子
育
て
、
保

育
、
医
療
、
保
健
、
障
害
者
、
民
生
全

般
※
民
生
全
般
に
「
高
齢
者
」
を
含
み

ま
す
）
③
環
境
分
野
（
公
害
、
リ
サ
イ

ク
ル
、
自
然
保
護
、
ご
み
、
廃
棄
物
、

環
境
全
般
）
④
教
育
分
野
（
学
校
教
育
、

社
会
教
育
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育
全

般
）
⑤
町
政
全
般
（
防
災
、
交
通
対
策
、

町
政
全
般
）

【
応
募
資
格
】
満
二
十
歳
以
上
の
雫
石

町
民
。
国
会
議
員
、
地
方
公
共
団
体
の

議
会
議
員
、
国
家
公
務
員
ま
た
は
地
方

公
務
員
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

【
募
集
か
ら
委
員
に
な
る
ま
で
の
流
れ
】

登
録
申
請
内
容
を
審
査
し
て
登
録
。
審

議
会
や
協
議
会
委
員
の
改
選
時
な
ど

に
、登
録
情
報
に
基
づ
き
選
考
し
ま
す
。

※
登
録
に
よ
り
、
直
ち
に
委
員
に
就
任

す
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
登
録
の
有
効
期
間
】
登
録
の
日
か
ら

三
年
間

【
応
募
方
法
】
各
地
区
町
立
公
民
館
に

配
置
し
て
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
「
雫
石
町
経
営
推
進
課
広

聴
広
報
担
当
あ
て
」
に
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
三
月
十
四
日（
金
）〜
四

月
十
四
日（
月
）※
そ
の
後
は
随
時
募
集

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
経
営
推
進

課
広
聴
広
報
担
当
（
�
内
線
２
７
６
）

証明書交付手数料4月から改定

200円�300円になります
町では平成20年４月１日から、各種証明書の交付手数

料を200円から300円に改定します。これは証明書の発行
コストが手数料の倍以上かかっている現状を踏まえ、決
定したものです。ご理解をお願いします。
今回改定する手数料は住民票、戸籍附票などの交付、

印鑑登録証明、資産に関する証明などです。詳しい証明
書の種類は本誌本年１月号４～５ページをご覧ください。

春
は
引
越
す
人
が
多
く
な
る
季
節
で

す
。
引
越
し
が
決
ま
っ
た
な
ら
ば
早
め

に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
役
場
で
手
続
き
す
る
も
の

【
転
出
、
転
居
届
】
持
ち
物
▽
印
鑑
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
介
護
保

険
被
保
険
者
証
（
六
十
五
歳
以
上
の

人
）、
医
療
費
受
給
者
証
、
印
鑑
登
録

手
帳（
転
出
時
に
返
却
が
必
要
で
す
）

○
転
出
、
転
居
の
各
届
け
出
の
際
は
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証

な
ど
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

同
一
世
帯
員
以
外
の
人
に
届
け
出
を
依

頼
す
る
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
や
介
護

保
険
被
保
険
者
証
な
ど
は
交
付
を
受
け

て
い
る
人
の
み
必
要
で
す
。

�
役
場
住
民
課
（
内
線
１
１
６
）

【
軽
自
動
車
税
（
原
付
バ
イ
ク
な
ど
】

持
ち
物
▽
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
標
識

交
付
証
明
書
、
印
鑑
※
詳
し
く
は
二
十

六
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
役
場
税
務
課
（
内
線
１
４
６
）

【
飼
い
犬
】
持
ち
物
▽
印
鑑
、
鑑
札
、

予
防
注
射
済
書

�
役
場
環
境
対
策
課
（
内
線
１
６
６
）

◆
電
話
の
み
で
対
応
可
能
な
も
の

【
水
道
】
使
用
停
止
を
希
望
す
る
三
｜

四
日
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
役
場
上
下
水
道
課
（
内
線
３
８
１
、

３
８
２
）

◆
そ
の
他

電
気
、
ガ
ス
、
固
定
電
話
、
郵
便
物
の

転
送
届
け
、
金
融
機
関
へ
の
届
け
出
も

お
忘
れ
な
く
。

3月末は転出届な
どの件数が多くな
ることから、住民
の皆さんの利用を
向上させるため3月
30日（日）と4月5日
（土）に役場窓口を
臨時開庁します。
なお、住民課では
通常月・木曜日18
時30分まで窓口延
長しています。

役
場
窓
口
を
臨
時
開
庁
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15 広報しずくいし　第605号

募
集
町
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
推
進
事
業

町
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

推
進
事
業
に
取
り
組
む
自
治
会
な
ど
の

団
体
登
録
や
交
付
金
交
付
申
請
を
四
月

一
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

を
希
望
す
る
団
体
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
事
業
に
つ
い
て
「
も
っ
と
詳

し
く
知
り
た
い
」「
興
味
は
あ
る
が
ど

う
し
た
ら
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
な

ど
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
町
役
場
住
民
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
説
明
会
開
催
の
曜
日
や
時
間
、

場
所
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん（
日
程
が
他

の
行
政
区
な
ど
と
重
複
し
た
場
合
は
、

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

説
明
資
料
は
町
で
用
意
し
ま
す
。

※
平
成
十
九
年
度
分
の
登
録
受
け
付
け

は
終
了
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
役
場
住
民
課（
�
内
線
１
１
３
）

申
し
込
み
受
け
付
け
は
3
月
31
日
ま
で

募
集

町
で
は
、
看
護
師
と
准
看
護
師
の
職

員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。
こ
の
試
験

は
、
平
成
二
十
年
度
内
の
雫
石
町
職
員

採
用
候
補
者
を
決
め
る
た
め
に
行
う
も

の
で
す
。

【
受
け
付
け
期
限
】

三
月
三
十
一
日（
月
）ま
で
の
平
常
業
務

日
、
八
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
十
五
分

ま
で
町
役
場
総
務
課
で
受
け
付
け
。

※
郵
送
の
場
合
も
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
必
着
の
も
の
に
限
り
受
け
付
け
。

【
受
験
手
続
き
】

①
申
し
込
み
用
紙
の
請
求

申
し
込
み
用
紙
は
、
町
役
場
総
務
課

で
交
付
し
ま
す
。
申
し
込
み
用
紙
を
郵

便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に

「
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
請
求
」と

朱
書
き
し
、
百
二
十
円
切
手
を
貼
り
あ

て
先
を
記
入
し
た
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙

が
入
る
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
う
え
同

課（
〒
０
２
０
・
０
５
９
５
　
住
所
記

載
不
要
）に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

②
受
験
の
申
し
込
み

申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
写
真
を
貼
り
付
け
て
町
役
場
総
務

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、

受
験
票
用
の
写
真（
裏
面
に
氏
名
を
記

入
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

③
受
験
票
の
送
付

申
込
書
を
審
査
の
う
え
受
験
資
格
が

あ
る
と
認
め
た
受
験
者
に
受
験
票
を
発

送
し
ま
す
。
受
験
票
が
四
月
十
四
日
ま

で
に
届
か
な
い
場
合
は
町
役
場
総
務
課

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
試
験
日
時
・
場
所
】

四
月
十
八
日（
金
）
十
三
時
〜

雫
石
町
役
場

【
内
容
】

作
文
試
験
、
人
物
試
験
（
個
別
面
接
）

【
合
格
者
の
発
表
】

四
月
下
旬
※
結
果
は
全
員
に
通
知
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
役
場
総
務
課
秘
書
・
職
員
グ
ル
ー
プ

（
�
内
線
２
１
２
、
２
１
３
）

◆採用予定人員・受験資格◆

職　種 受　験　資　格採用予
定人員

昭和52年４月２日以降に生ま
れた者で、看護師または准看護
師の資格を有する者（平成20年
３月に資格取得の者も可）。

※次のいずれかに該当する人は受験できません。
①成年被後見人または被保佐人、②禁固以上の刑に処せられ、
その執行を終わるまでの人または執行を受けることがなくなる
までの人、③日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で
破壊することを主張する政党その他団体を結成し、またはこれ
に加入した人

若干名
看護師

准看護師

固定資産課税資料
無料で見ることができます
平成20年度固定資産税の課税を前に、登録内容や評価

額確認のため課税台帳を見ることができます。
【見ることができる資料】
�土地や家屋の所有者として課税されている人�自己の
固定資産課税台帳のほか、自己所有財産周辺の価格等縦
覧帳簿。
�土地や家屋を借りている人（賃貸借契約書などの持参が
必要）�借りている不動産の固定資産課税台帳。
【見ることができる期間、手数料】
４月１日から５月30日までの平日、午前８時30分から午
後５時まで。手数料は無料（課税台帳などはいつでも見る
ことができますが、この期間以外は有料です）。
【見ることができる場所】
雫石町役場税務課（資産税担当窓口）
【見るためには】
�本人確認のため、運転免許証、健康保険証、年金手帳、
パスポートなどをご持参ください。
�代理人の場合は、委任状が必要です。
【問い合わせ先】
町役場税務課資産税担当（�内線156・157）
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農
林
農
で
輝
く
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
大

切
さ
を
再
確
認
し
、
よ
り
一
層
活
性
化

し
て
い
こ
う
と
「
二
〇
〇
八
し
ず
く
い

し
農
林
業
躍
進
の
集
い
」
を
二
月
二
十

二
日
、
中
央
公
民
館
野
菊
ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
し
た
。
町
内
農
林
業
者
を
は
じ

め
関
係
者
約
六
百
五
十
人
が
参
加
し
、

活
力
有
る
農
林
業
へ
の
意
欲
を
高
め
ま

し
た
。

集
い
で
は
、
中
屋
敷
十

た
て
お

町
長
が「
農

業
が
元
気
で
な
け
れ
ば
、
雫
石
は
元
気

に
な
り
ま
せ
ん
。
農
協
は
合
併
し
巨
大

組
織
と
な
り
ま
す
。
地
域
の
実
態
に
あ

っ
た
農
政
が
必
要
な
時
。
と
も
に
明
る

い
農
業
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
優
れ
た

経
営
実
績
を
上
げ
、
町
農
林
業
の
振
興

に
貢
献
し
た
六
人
と
三
団
体
に
表
彰
状

と
記
念
品
を
授
与
し
、
町
内
農
畜
産
物

の
流
通
な
ど
に
尽
力
さ
れ
た
企
業
三
社

に
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

雫
石
町
農
林
業
賞
大
賞
を
受
賞
し
た

長
澤
清
美
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
雫
石

の
元
気
の
た
め
に
よ
り
一
層
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
岩
手
県
の
食
文
化
の
発
信

を
促
進
す
る
食
の
匠
に
認
定
さ
れ
た
小

林
邦
子
さ
ん
を
紹
介
。
平
成
十
九
年
度

に
栄
え
あ
る
受
賞
に
輝
い
た
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
（
社
）
全
国
和
牛
登
録
協

会
功
労
者
表
彰
の
坂
井
久
榮
さ
ん
、
岩

手
県
畜
産
共
進
会
肉
牛
の
部
優
秀
賞
一

席
の
瀧
沢
卓
さ
ん
、
岩
手
県
麦
作
共
励

会
奨
励
賞
の
片
子
沢
営
農
組
合
、
む

ら
・
も
り
・
う
み
女
性
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
活
動
表
彰
奨
励
賞
の
パ
ン
工
房
Ｎ
ｅ

ｉ
ｇ
ｅ（
ネ
ー
ジ
ュ
）、
い
わ
て
肉
用
牛

生
産
優
良
事
例
表
彰
個
別
経
営
体
表
彰

の
天
瀬
光
智
さ
ん
、
岩
手
県
大
豆
作
共

励
会
奨
励
賞
の
農
事
組
合
法
人
ユ
ニ
テ

ィ
フ
ァ
ー
ム
七
区
の
計
三
人
、
三
団
体

も
併
せ
て
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
九
年
度
に
家
族
経
営

協
定
を
締
結
し
た
大
宮
文
彦
さ
ん
家
族

（
西
根
谷
地
）、
館
澤
一
正
法
さ
ん
家
族

（
黒
沢
川
）の
紹
介
も
行
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
藤
沢
町
の
「
深
萱
の
昔
と

う
ふ
工
房
」
代
表
皆
川
洋
一
さ
ん
が

「
い
な
か
は
宝
の
山
」
と
題
し
て
講
演
。

藤
沢
町
深
萱
集
落
の
地
域
住
民
に
よ

る
都
心
部
か
ら
の
観
光
客
の
受
け
入

れ
活
動
、
そ
の
活
動
の
広
が
り
に
よ

る
田
舎
の
魅
力
を
生
か
し
た
地
域
の

魅
力
づ
く
り
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

皆
川
さ
ん
の
ユ
ニ
ー
ク
な
語
り
口
で

次
々
と
紹
介
さ
れ
る
精
力
的
な
地
域

活
動
に
、
来
場
者
は
心
を
躍
ら
せ
な

が
ら
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
集
い
で
の
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

【
雫
石
町
農
林
業
賞
大
賞
】

長
澤
清
美（
上
和
野
）

【
同
青
年
奨
励
賞
】

松
ノ
木
睦
男（
上
和
野
）

【
同
優
秀
賞
】

▽
農
業
部
門
　
下
黒
沢
榮
子（
黒
沢
）、

高
畑
征
司（
八
区
）、
菊
地
淳（
中
沼
）、

八
丁
野
賢
一（
八
丁
野
）

▽
地
域
営
農
部
門
　
農
事
組
合
法
人

ユ
ニ
テ
ィ
フ
ァ
ー
ム
七
区（
代
表：

�

畑
武
巳
）

▽
農
村
活
性
化
部
門
　
谷
地
野
菜
直

売
所（
代
表：

谷
地
隆
）

▽
林
業
部
門
　
御
明
神
牧
野
農
業
協

同
組
合（
代
表
理
事
組
合
長：

上
澤
田

武
男
）

【
感
謝
状
贈
呈
】

▽
稲
作
部
門

北
日
本
製
袋
株
式
会
社

（
紫
波
町
）

▽
畜
産
部
門
　
朝
場
畜
産
能
代
牧
場

（
秋
田
県
能
代
市
）

▽
園
芸
部
門
　
日
本
植
物
運
輸
株
式

会
社
岩
手
営
業
所（
花
巻
市
）

小
さ
な
集
落
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
の
広
が
り
を
紹
介

農
林
業
の
輝
く
功
績
に

表
彰
・
感
謝
状
を
贈
る

農林業大賞を受賞した長澤さん（右）

田舎の魅力を生かした地域活動を紹介する皆川さん
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認
定
き
ゅ
う
り
の
ぱ
り
ぱ
り
し
ょ
う
油
漬
け
で

募
集
南
畑
で
家
庭
菜
園
楽
し
も
う

認
定
を
受
け
た
小
林
さ
ん

町
で
は
、
南
畑
コ
テ
ー
ジ
む
ら
体
験

農
園
の
平
成
二
十
年
度
利
用
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
一
般
個
人（
グ
ル
ー
プ

も
可
）が
対
象
で
、
家
庭
菜
園
と
し
て

の
利
用
に
限
り
ま
す
。

「
畑
仕
事
に
興
味
が
あ
る
」「
自
分

で
作
っ
た
作
物
を
食
べ
て
み
た
い
」
と

思
っ
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。農
家
の
個
別
指
導
や
講
座
も
あ
り
、

初
心
者
で
も
安
心
し
て
作
業
で
き
ま

す
。
開
園
は
四
月
下
旬
の
予
定
で
す
。

【
募
集
区
画
・
料
金
】

①
三
十
三
㎡
／
一
区
画
　
募
集
区
画
数

▽
十
八（
一
区
画
五
千
円
／
年
）

②
五
十
㎡
／
一
区
画
　
募
集
区
画
数
▽

二
十
二（
一
区
画
七
千
円
／
年
）

【
賃
貸
期
間
】

契
約
時
〜
平
成
二
十
一
年
三
月
末

【
募
集
期
間
】

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
農
林
課
農

村
環
境
活
性
化
グ
ル
ー
プ
（
�
内
線
２

３
４
）、
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ず
く

い
し
・
い
き
い
き
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク（
�
６
９
１
｜
１
８
０
０
）

「
き
ゅ
う
り
の
ぱ
り
ぱ
り
醤
油

し
ょ
う
ゆ

漬
け
」

を
作
っ
て
い
る
小
林
邦
子
さ
ん（
土
橋
）

が
一
月
二
十
五
日
、
岩
手
県
食
の
匠
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
料
理
は
、
冬
期
間
野
菜
が
不

足
す
る
雫
石
で
夏
に
大
量
に
栽
培
し

た
野
菜
を
、
漬
物
加
工
し
て
冬
場
に

備
え
た
と
い
う
習
慣
か
ら
受
け
継
が

れ
て
い
る
特
産
加
工
品
で
す
。
小
林

さ
ん
は
「
昔
の
人
な
ら
だ
れ
で
も
作

れ
る
も
の
。
今
回
の
認
定
は
周
囲
か

ら
推
薦
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
。

仲
間
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

食
の
匠
は
郷
土
食
な
ど
の
優
れ
た

技
術
を
有
し
、
伝
承
で
き
る
人
を
岩

手
県
知
事
が
認
定
す
る
制
度
で
す
。

表
彰
枝
肉
の
共
励
会
・
研
究
会

一
月
二
十
五
日
、
第
十
八
回
い
わ
て

牛
枝
肉
共
励
会
が
東
京
食
肉
市
場
で
開

催
さ
れ
、
瀧
沢
卓
さ
ん（
滝
沢
）の
去

勢
・
福
勝
号
が
全
六
十
頭
中
、
優
良
賞

に
輝
き
ま
し
た
。
雫
石
管
内
か
ら
は
他

に
二
頭
を
出
品
。
審
査
の
結
果
三
頭
す

べ
て
最
高
の
格
付
五
等
級
と
な
り
、
今

年
初
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
幸
先
の
良
い
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

二
月
一
日
に
は
同
市
場
で
第
十
七
回

胡
四
王
枝
肉
研
究
会
が
開
催
さ
れ
、
全

三
十
九
頭
の
出
品
牛
中
、
武
田
敏
男

さ
ん（
陽
和
郷
）の
牝
・
ま
つ
た
い
ひ

め
号
が
名
誉
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
ま

た
、
優
秀
賞
に
富
田
稔
さ
ん（
晴
山
）、

優
良
賞
に
瀧
沢
卓
さ
ん
、
山
崎
茂
さ

ん（
鴬
宿
）が
入
賞
し
ま
し
た
。
全
体

上
物
率
六
九
％（
四
等
級
以
上
）に
対

し
、
雫
石
管
内
の
上
物
率
は
一
〇

〇
％
で
、
入
賞
六
点
の
う
ち
四
点
が

雫
石
牛
と
、
さ
ら
に
雫
石
牛
の
名
声

を
高
め
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

使ってみませんか？

完熟堆肥「しずく」

散布なし 3,675円/ｔ
散布あり 5,775円/ｔ
散布なし 4,200円/ｔ
散布あり 6,300円/ｔ

運搬なし 315円/袋
運搬あり 357円/袋

運搬なし
ばら堆肥

袋詰め堆肥
（１袋40リットル）

運搬あり

項　目 金額（税込）

完熟堆肥「しずく」料金表

販
　
売

※40リットルの袋詰め堆肥は、JA新いわて各支所で
も取り扱っていますので、ご利用ください。

しずくいしアグリリサイクルセンターでは、完
熟堆肥「しずく」を製造販売しています。この堆
肥は、完熟していますので悪臭もなく、水分も低
いのでサラサラした、とても使いやすい製品にな
っています。
また、最初に高温で発酵させて雑草の発生を抑

えていますので、雑草の心配もなく、安心してお
使いいただけます。水田や野菜畑のほか、家庭菜
園や花壇などにぜひお使いください。
【問い合わせ先】同センター（��695－2115
年中無休9時～17時）
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募
集
誇
り
に
な
る
こ
と

始
め
よ
う

安
全
町
防
犯
交
通
安
全
推
進
大
会

消防団ってどんな組織？
消防団は、消防本部や消防署と同様に消防
組織法に基づきそれぞれの市町村に設置される
消防機関です。地域における消防防災のリーダ
ーとして、平常時・非常時を問わずその地域に
密着し住民の安全と安心を守るという重要な役
割を担います。

消防団員は、消防本部などの職員と同じく
権限と責任を有する地方公務員である一方、ボ
ランティアとしての性格も併せ持ちます。消防
本部などの職員は常勤の地方公務員ですが、消
防団員は他に職業や学業を持つ非常勤特別職の
地方公務員です。

活動は、火災発生時における消火、地震や風
水害といった大規模災害発生時の救助・救出、
警戒巡視、避難誘導、災害防御などのほか、平
常時においては訓練、応急手当の普及指導、住
宅への防火指導、特別警戒、広報活動などにも
従事します。

【問い合わせ先】
町役場総務課消防交通担当（�内線221、224）

「
平
成
十
九
年
度
雫
石
町
防
犯
交
通

安
全
推
進
大
会
」
が
二
月
二
十
日
、
中

央
公
民
館
野
菊
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

防
犯
交
通
安
全
関
係
者
な
ど
約
四
百
五

十
人
が
出
席
、
犯
罪
や
交
通
事
故
の
な

い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

中
屋
敷
町
長
が
「
残
念
な
こ
と
に
先

日
町
内
で
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。交
通
安
全
意
識
を
し
っ
か
り
持
ち
、

地
域
の
中
で
も
組
織
的
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
の
大

会
を
通
じ
て
防
犯
交
通
安
全
の
輪
を
広

げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

次
に
防
犯
交
通
安
全
に
寄
与
し
た
五
人

と
防
犯
交
通
安
全
に
関
す
る
作
文
と
標

語
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
者
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
盛
岡
西
警
察
署
・
工
藤
民

治
交
通
課
長
が
「
交
通
事
故
情
勢
お
よ

び
改
正
道
路
交
通
法
に
つ
い
て
」
と
題

し
講
演
。
飲
酒
後
の
身
体
・
精
神
面
の

変
化
や
事
故
の
多
い
場
所
・
時
間
帯
な

ど
を
グ
ラ
フ
で
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
し
た
。

雫
石
高
校（
千
葉
春
夫
校
長
、
生
徒

百
九
十
四
人
）保
健
委
員
会
に
よ
る
携

帯
電
話
を
使
っ
た
犯
罪
を
テ
ー
マ
に
し

た
保
健
劇
「
扉
の
向
こ
う
に
〜
君
と
の

記
憶
、
痛
み
と
と
も
に
〜
」
が
上
演
さ

れ
、
気
軽
に
使
え
る
携
帯
電
話
の
陰
に

潜
む
犯
罪
の
怖
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

今
大
会
の
防
犯
交
通
安
全
に
か
か
る

功
労
者
、
作
文
と
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の

入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

町長表彰を受ける細川さん（中央）

携帯電話を使った犯罪を取りあげた保健劇

【
防
犯
交
通
安
全
功
労
者
】

町
長
表
彰
▽
細
川
兵
武（
東
町
）、
瀬
川

正
志（
中
町
一
）、
故
・
柿
平
修
司（
五
区
）

雫
石
町
防
犯
交
通
安
全
協
会
連
合
会
長

感
謝
状
▽
佐
藤
清
美（
上
町
二
）、
櫻
田

ち
え
子（
上
駒
木
野
）

【
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者
】

小
学
校
低
学
年
の
部
▽
上
野
鈴
夏

す
ず
か

（
上

長
山
小
一
年
）、
上
村
茜あ

か
ね（

西
根
小
一

年
）、
長
沢
比
伊
呂

ひ

い

ろ
（
下
長
山
小
一
年
）、

菊
池
柚
真

ゆ
う
ま

（
七
ツ
森
小
二
年
）
、
丸
山

周あ
ま
ね（

下
長
山
小
二
年
）

小
学
校
高
学
年
の
部
▽
滝
澤
茉
由

ま

ゆ
（
上

長
山
小
四
年
）、
笹
川
瑞
希

み
ず
き（

下
長
山
小

四
年
）、
石
井
壘る

い（
上
長
山
小
六
年
）、

堀
切
菜
穂

な

ほ

（
西
根
小
六
年
）
、
若
林

世
梨
奈

せ

り

な

（
同
）

中
学
校
の
部
▽
新
田
結
以

ゆ

い
（
一
年
）、
下

澤
田
早
紀

さ

き
（
同
）、
伊
藤
夕
里

ゆ

り
（
同
）、
新

里
莉
穂

り

ほ
（
同
）、
安
本
健
一

け
ん
い
ち（

二
年
）、
平

渡
貴
仁

た
か
ひ
と（

同
）、
細
川
美
波

み
な
み（

同
）、
小
坂

高
志

た
か
し（

同
）

【
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者
】

小
川
モ
ト（
盆
花
）、
川
崎
貢（
東
町
）、

佐
々
木
絵
里
奈（
中
町
一
）、
佐
々
木
正

躬（
駒
木
野
）、
佐
々
木
麻
由
美（
中
町

一
）、
諏
訪
貞
三（
同
）、
武
田
禮
子（
野

中
）、
千
葉
幸
作（
林
）、
長
澤
愛
子（
七

区
）、
長
澤
禮
子（
八
区
）、
谷
地
麻
里

子（
谷
地
）、
簗
場
清（
林
）
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告
知
雫
石
駅
か
ら
お
休
み
処「
ぺ
こ
っ
と
」へ

現
在
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
ね
っ

こ
バ
ス
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
し
ず
く
い
し
・
い
き
い
き
暮
ら
し

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
務
所
が
四
月
一
日

か
ら
中
心
商
店
街
の
お
休
み
処
「
ぺ
こ

っ
と
」
へ
移
転
し
ま
す
。

四
月
以
降
、
あ
ね
っ
こ
バ
ス
の
チ
ケ

ッ
ト
の
販
売
や
利
用
登
録
（
小
学
生
の

み
）、
利
用
予
約
な
ど
は
「
ぺ
こ
っ
と
」

で
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

下
さ
い
。
な
お
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
�
６
９
１
・
１
８
０
０
　
�
６
９
１

・
１
８
０
１
　
メ
ー
ル：

sh
izu
k
u
-n
p

ocenter@
cotton.ocn.ne.jp

）

開
所
時
間：

平
日
九
時
〜
十
八
時

土
日
祝
日
九
時
〜
十
七
時

告
知
町
民
憩
の
家
鴬
宿
集
会
所

町
民
憩
の
家
鴬
宿
集
会
所
で
は
平
成

二
十
年
度
利
用
券
の
交
付
申
請
手
続
き

を
三
月
十
七
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。
温

泉
を
気
軽
に
楽
し
め
る
利
用
券
で
、
町

民
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
申
し
込
み
い

た
だ
け
ま
す
。

申
請
書
は
受
け
付
け
場
所
に
用
意
し

て
い
ま
す
。
交
付
を
希
望
す
る
人
は
次

の
窓
口
で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

【
受
け
付
け
場
所
】

鶯
宿
温
泉
観
光
協
会

【
受
け
付
け
時
間
】

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

【
利
用
料
金
】

一
世
帯
に
つ
き
年
額
三
千
六
百
円
（
一

カ
月
三
百
円
）

【
そ
の
他
】

○
本
券
で
国
見
山
荘
も
利
用
で
き
ま
す

が
、「
国
見
山
荘
使
用
券
」
で
は
鴬
宿

集
会
所
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

○
本
券
は
「
雫
石
町
老
人
憩
い
の
家
鶯

宿
荘
」
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

○
午
後
五
時
以
降
で
な
い
と
申
し
込
み

手
続
き
が
で
き
な
い
場
合
は
、
予
約
受

付
が
可
能
で
す
。
事
前
に
電
話
で
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

鶯
宿
温
泉
観
光
協
会（
�
６
９
５
・
２

２
０
９
）

募
集
新
七
ツ
森
墓
地
公
園

町
で
は
、
新
七
ツ
森
墓
地
公
園
使
用

申
し
込
み
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。同
園
は
静
寂
と
安
ら
ぎ
に
包
ま
れ
、

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
明
る
く
美
し

い
墓
地
公
園
で
す
。

現
在
、
三
百
十
七
区
画
の
空
き
が
あ

り
ま
す
。
使
用
を
希
望
す
る
人
は
、
町

役
場
住
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
申
込
資
格
】

①
現
在
町
内
に
住
所
か
本
籍
が
あ
る
人

②
以
前
町
内
に
本
籍
が
あ
っ
た
人

【
受
け
付
け
場
所
】

町
役
場
住
民
課

【
必
要
な
も
の
】

①
墓
地
使
用
許
可
申
請
書（
住
民
課
窓

口
に
あ
り
ま
す
）

②
印
鑑

③
世
帯
全
員
の
住
民
票

④
戸
籍
全
部
事
項
証
明（
申
込
資
格
②

の
人
）

⑤
使
用
料
・
管
理
手
数
料（
左
上
表
参

照
　
※
申
し
込
み
時
に
金
融
機
関
で
全

額
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
度
納

め
た
使
用
料
・
管
理
手
数
料
は
お
返
し

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

【
そ
の
他
】

墓
地
公
園
の
美
観
を
保
つ
た
め
、
設
置

す
る
墓
碑
の
形
や
寸
法
を
統
一
し
て
い

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
役
場
住
民
課
（
�
内
線
１
１
３
、
１

１
４
）

春
彼
岸
が
近
づ
き
い
て
き
ま
し
た
。

お
墓
参
り
の
際
、
墓
前
の
供
物
を
そ
の

ま
ま
放
置
す
る
と
腐
敗
し
た
り
有
害
鳥

獣
が
食
べ
散
ら
か
し
て
不
衛
生
に
な
り

ま
す
。

供
物
は
お
墓
参
り
の
後
に
必
ず
持
ち

帰
り
、
墓
地
の
衛
生
管
理
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

新七ツ森墓地公園のあらまし
総面積／12,029.88㎡、墓地区画数（4㎡墓地306区画、
6㎡墓地88区画）、水汲み場／1カ所、トイレ兼休憩所／
1カ所、駐車場（普通車用73台、障害者用2台）

使用料 管理手数料
（申込時のみ） （申込時以降毎年度）

4㎡ 180,000円 2,400円
6㎡ 270,000円 3,600円

＜墓地の区画面積別使用料・管理手数料＞

※ただし申込資格②の人は、使用料が1.5倍となります。

区画面積

墓
前
の
供
物
は

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
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年
金
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

年金記録もれにはさまざまな
ケースが考えられますが、とり
わけ多いのが平成９年の基礎年
金番号導入前に旧姓で年金制度
に加入していた場合です。基礎
年金番号に結びつかない年金記
録の中には、結婚などにより名
字を変更していると考えられる
記録が多く含まれています。
まずは、次の方法でご自身の

年金記録をご確認ください。

①社会保険事務所、または年金
相談センター
②「ねんきん特別便専用ダイヤ
ル」（�0570－058－555）
③社会保険庁ホームページ専用
ページ
※社会保険事務所などの所在
地、開庁時間やインターネット
での年金記録の紹介申し込みに
ついては、社会保険庁ホームペ
ージ（http://www.sia.go.jp）で
ご案内しています。

（社会保険庁）

平
成
８
年
12
月
以
前
に
旧
姓
で
年
金
に

加
入
し
て
い
た
人
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
の
手
間
が

省
け
る
「
口
座
振
替
」
が
便
利
で
す
。

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
金
融
機

関
、
社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口
に
備
え

付
け
て
い
る
申
込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
そ
の
際
、
基
礎
年
金
番
号
と
金

融
機
関
届
出
印
が
必
要
で
す
。
基
礎
年

金
番
号
は
年
金
手
帳
や
納
付
書
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
月
額
一
万
四
千
四
百
十
円
で
す
。

平
成
二
十
年
度
分
の
保
険
料
を
一
括

し
て
納
付
し
た
場
合
、
現
金
払
い
で

は
三
千
七
十
円
が
割
り
引
か
れ
ま
す
。

ま
た
、
六
カ
月
分
の
前
納
で
も
、

現
金
払
い
で
七
百
円
、
口
座
振
替
で

九
百
八
十
円
の
割
り
引
き
と
な
り
ま

す
。保

険
料
は
、
平
成
二
十
九
年
ま
で

の
間
、
毎
年
二
百
八
十
円
引
き
上
げ

ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
口
座
振
替
や
前
納
に
よ
り

得
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
盛
岡
社
会
保
険
事
務
所

（
�
６
２
３
｜
６
２
１
１
）ま
た
は
町

役
場
保
健
課（
�
内
線
１
３
５
）に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
括
前
納
利
用
は

３
０
７
０
円
割
り
引
き

報
告
住
民
活
動
団
体
の
連
携
強
化
へ

し
ず
く
い
し
住
民
活
動
団
体
連
絡
協

議
会
の
設
立
総
会
が
二
月
二
十
六
日
、

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
規
約
な
ど
の

基
本
事
項
を
定
め
町
内
の
住
民
活
動
団

体
が
連
携
を
取
り
合
っ
て
活
動
し
て
い

く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

総
会
で
は
設
立
発
起
人
で
会
長
に
選

任
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ヴ
ァ
ー
パ
ー

ク
�
根
田
・
櫻
田
一
理
事
長
が
「
一
団

体
だ
け
で
は
活
動
を
継
続
・
活
性
化
し

拡
大
推
進
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
よ
り

効
果
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
く
に
は
、

人
材
の
提
供
や
設
備
・
情
報
の
共
有
な

ど
が
必
要
。
協
議
会
を
設
立
す
る
こ
と

で
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し

な
が
ら
誰
も
が
住
み
続
け
た
く
な
る

よ
う
な
地
域
社
会
の
構
築
と
町
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

中
屋
敷
町
長
が
「
住
民
ニ
ー
ズ
が
多

様
化
す
る
中
で
、
協
議
会
を
発
足
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
大
変
あ
り
が

た
い
こ
と
。
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
も
よ
り
活
発
な
活
動

展
開
を
願
う
」
と
感
謝
と
激
励
の
言
葉

を
送
り
ま
し
た
。

協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
団
体
相
互
の
連
携
が
で
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
を
展
開
し
や
す
く
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
協
議
会

と
し
て
の
具
体
的
な
活
動
は
平
成
二

十
年
度
か
ら
。
今
後
、
町
内
の
団
体

の
加
入
を
促
進
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

拡
充
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

協
議
会
員
設
立
時
点
で
の
参
加
団

体
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
リ
ヴ

ァ
ー
パ
ー
ク
葛
根
田
、
し
ず
く
い

し
・
い
き
い
き
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
し
ず
く
い
し
、
オ
ー
ル
・
カ
ネ

ー
ジ
ュ
雫
石
、
工
耕
、
Ｋ
Ｓ
Ｋ
ウ
ェ

ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
、
か
し
和
の
雫
、
わ

ら
し
ゃ
ん
ど
雫
石
、
秋
田
岩
手
横
軸

連
携
交
流
会
と
雫
石
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
の
十
団
体
で
す
。

発起人としてあいさつする櫻田理事長（左奥）
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狂犬病予防集合注射日程
手数料…①注射のみ�1頭につき3,100円

②注射と登録�1頭につき6,100円

地区月日 時　　間 場　　　　　　　所
９：10～９：20 橋場・消防屯所前
９：25～９：30 安栖公民館前
９：35～９：45 小赤沢・沢口三郎宅前
９：55～10：00 山津田・原誠宅前
10：05～10：15 多賀神社前
10：20～10：35 中島バス停留所前
10：45～11：00 天川公民館前
11：10～11：15 黒沢公民館前
11：20～11：30 まがき公民館前
11：40～11：45 御明神公民館前
13：10～13：25 和野ライスセンター前
13：35～13：40 上野沢患者バス停留所前
13：50～13：55 上和野公民館前
14：05～14：15 横欠公民館前
14：25～14：30 土橋公民館前
14：35～14：40 岩持公民館前
14：45～14：50 下川原公民館前
９：00～９：10 谷地公民館前
９：15～９：30 林崎バス停留所前
９：35～９：45 小松公民館前
９：50～10：00 野中公民館前
10：05～10：15 西山公民館前
10：20～10：30 七区公民館前
10：35～10：45 五区公民館前
10：50～11：05 極楽野公民館前
11：20～11：25 ペンション村入り口
13：00～13：10 篠崎公民館前
13：15～13：20 上駒木野公民館前
13：25～13：40 駒木野十文字
13：45～13：55 八丁野公民館前
14：00～14：05 上西根公民館前
14：15～14：25 �根田公民館前
14：30～14：35 高前田野バス停留所前
14：40～14：45 林崎・橋本電気工業前
14：50～15：00 （有）寿屋前
９：00～９：10 元御所公民館前
９：15～９：25 安庭・民族資料館前
９：30～９：40 籬野公民館前
９：55～10：05 矢櫃公民館前
10：10～10：15 桂・伊藤繁太郎宅前
10：20～10：25 町場・細川薫宅前
10：30～10：50 戸沢公民館前
10：55～11：05 御所公民館前
11：10～11：20 旭台・丹内清光宅前
11：25～11：30 清水沢集会所前
11：40～11：45 外桝沢公民館前
13：15～13：25 馬場バス停留所前
13：30～13：40 大村・伝承交流センター前
13：45～13：50 男助バス停留所前
13：55～14：00 桑原バス停留所前
14：05～14：10 深沢バス停留所前
14：15～14：25 桝沢・新里商店前
14：30～14：40 鴬宿老人憩いの家前
14：45～14：50 鴬宿バスセンター前
15：00～15：05 矢用公民館前
９：00～９：15 晴山公民館前
９：20～９：40 中沼公民館前
９：45～９：50 陽和郷公民館前
10：00～10：05 小岩井農場中丸
10：10～10：15 小岩井農場本部前
10：20～10：25 小岩井こ線橋下
10：30～10：40 七ツ森公民館前
10：45～10：55 板橋・高橋文男宅前
11：05～11：20 東町公民館前
13：00～13：15 黒沢川公民館前
13：25～13：35 下町堀割
13：40～13：50 下町三公民館前
14：00～14：10 高前田一里塚前
14：15～14：25 帆かけ寿司前
14：30～14：35 雫石公民館前
14：40～14：50 中町消防屯所前

４
　
月
　
22

日
（
火
）

御

　

明

　

神

　

地

　

区

雫

　

石

　

地

　

区

４
　
月
　
25

日
（
金
）

４
　
月
　
24

日
（
木
）

御

　

所

　

地

　

区

西

　

山

　

地

　

区

４
　
月
　
23

日
（
水
）

周
知
今
年
も
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す

平
成
二
十
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
左
表
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
狂
犬

病
予
防
法
で
は
、
生
後
九
十
一
日
以
上

の
犬
に
毎
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
接
種

を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
愛
犬
保
護
の

た
め
に
も
必
ず
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
期
間
中
に
接
種
で
き
な
い
場
合

は
、
獣
医
師
と
連
絡
を
取
っ
た
う
え
六

月
三
十
日
ま
で
に
接
種
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
町
外
で
接
種
さ
せ
た
場
合
は
獣
医

師
の
発
行
す
る
予
防
注
射
済
証
を
町
役

場
環
境
対
策
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
予
防
注
射
済
票
を
交
付
し
ま
す
。

集
合
注
射
の
会
場
で
は
新
し
く
飼
わ

れ
た
犬
の
登
録
も
受
け
付
け
ま
す
。
な

お
、
す
で
に
登
録
し
て
い
る
犬
の
所
有

者
に
は
、
町
役
場
か
ら
は
が
き（
個
票
）

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
会
場

に
持
参
願
い
ま
す
。

生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
は
登
録
が

必
要
で
す
。
犬
の
所
有
者
は
、
犬
を
取

得
し
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
登
録
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
犬
が
死
亡
し
た
際
と
引
越
の

際
に
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出

が
な
い
限
り
、
登
録
さ
れ
続
け
ま
す
の

で
忘
れ
ず
に
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
は
犬
の
病
気
と
考
え
て
い
る

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
じ
つ

は
ヒ
ト
を
含
む
す
べ
て
の
哺
乳
類
に
感

染
す
る
病
気
で
す
。
九
〇
％
以
上
は
犬

を
中
心
と
し
て
感
染
が
広
が
り
ま
す

が
、
ネ
コ
や
キ
ツ
ネ
、
コ
ウ
モ
リ
な
ど

か
ら
感
染
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特

に
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
多
く
発
生
し

て
お
り
、
世
界
中
で
毎
年
約
五
万
五
千

人
の
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
で
も
一
昨
年
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
犬
に
咬
ま
れ
た
邦
人
二
人
が
帰
国

後
、
狂
犬
病
を
発
症
し
亡
く
な
り
ま
し

た
。
狂
犬
病
は
い
っ
た
ん
発
症
す
れ
ば

死
亡
率
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
と
い
う
恐
ろ
し

い
病
気
で
す
。

狂
犬
病
は
発
症
後
の
治
療
法
が
な
い

病
気
で
す
が
、
狂
犬
病
を
広
げ
る
元
と

な
る
動
物
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ

と
で
蔓
延
を
予
防
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
人
用
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
も
あ
り
、

狂
犬
病
の
発
生
流
行
地
域
へ
渡
航
す
る

際
は
、
事
前
に
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
万
が
一
、
感
染

し
た
場
合
で
も
、
発
症
前
に
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
す
れ
ば
発
症
を
防
ぐ
こ
と
が
出

来
ま
す
。

鑑
札
と
注
射
済
票
は
必
ず
犬
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。
鑑
札
は
犬
の
名
札
の
よ
う

な
も
の
で
す
。
も
し
、
飼
い
犬
が
迷
子

に
な
っ
た
際
に
、
鑑
札
が
つ
い
て
い
れ

ば
、
そ
の
番
号
か
ら
飼
い
主
を
探
す
こ

と
が
出
来
ま
す
。

今
年
度
、
環
境
対
策
課
で
捕
獲
し
た

迷
い
犬
十
一
頭
の
う
ち
、
二
頭
は
飼
い

主
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
迷
子
の
際
に
犬
の
身
元
が
分
か

る
よ
う
鑑
札
と
注
射
済
票
は
必
ず
犬
に

着
け
、
飼
い
犬
が
い
な
く
な
っ
た
時
に

は
直
ち
に
環
境
対
策
課
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

�
生
後
91
日
以
上
が
対
象

�
狂
犬
病
と
は

�
狂
犬
病
の
予
防

�
飼
い
犬
が
迷
子
に
な
る
前
に

�町役場環境対策課（�内線165、166）



町
の
成
人
式
が
百
七
十

四
人
の
新
し
く
成
人
し

た
人
た
ち
の
参
加
で
行

わ
れ
た
こ
と
が
二
月
号
に
掲
載
し

て
あ
り
ま
し
た
。

町
長
の
式
辞
で
「
若
さ
と
知
恵

と
行
動
力
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
夢
の
実
現
に
向
け
て
行
動
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
雫

石
の
よ
り
よ
い
町
に
す
る
担
い
手

本

東
町
で
長
年
続
い
て
い
る
も
の

の
ひ
と
つ
に「
東
町
さ
ん
さ
」が
あ

り
ま
す
。
踊
り
手
は
三
十
五
人
く

ら
い
。
私
は
十
数
年
ほ
ど
唄
掛
け

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
だ
い
た
い

お
盆
の
十
日
く
ら
い
前
か
ら
練
習

し
て
、
地
区
の
夏
祭
り
と
よ
し
ゃ

れ
祭
で
披
露
し
ま
す
。

東
町
の
夏
祭
り
は
、
最
初
に
さ

ん
さ
の
メ
ン
バ
ー
が
踊
り
を
披
露

し
、
そ
の
後
み
ん
な
で
輪
踊
り
を

楽
し
み
ま
す
。
自
転
車
や
掃
除
機

な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
な
ど
も
あ

り
、
踊
る
人
も
踊
ら
な
い
人
も
関

係
な
く
多
く
の
地
域
住
民
が
集
ま

っ
て
盛
り
上
が
り
ま
す
。

練
習
に
参
加
で
き
な
い
人
も
、

本
番
に
な
る
と
太
鼓
や
踊
り
で
祭

り
に
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
さ
ん
さ
に
親
し
ん

で
い
る
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

そ
う
い
う
部
分
が
、
長
年
続
い
て

い
る
地
域
行
事
の
良
さ
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。

福
祉
施
設
に
も
招
か
れ
て
、
さ

ん
さ
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
高
齢

者
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
の
で
、
踊
る
側
と
し
て
も
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
ね
。

春
か
ら
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
推
進
事
業
の
活
動
も
本
格
的

に
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
地
域
で
集
ま
る
機
会
が
増

え
、
さ
ら
に
交
流
が
深
め
ら
れ
る

と
良
い
で
す
ね
。

◆東町◆

皆さんが作るスペースです。あなたもぜ
ひ登場を。町政や町民生活に関して言いた
いこと、聞きたいこと、呼びかけたいこと
など、あなたの声やあなたの地域・職場で
の話題をお寄せください。
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昨年のよしゃれ祭りで踊った東町さんさ
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鈴木クニ子さん（58歳）

東町さんさを中心とした
地域活動を紹介

今月の投稿
（敬称略）

に
な
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
し

た
。成

人
者
代
表
も
「
自
由
や
権
利

を
獲
得
し
た
裏
に
あ
る
義
務
を
忘

れ
ず
に
社
会
的
責
任
を
自
覚
し
、

社
会
の
形
成
者
と
し
て
一
翼
を
担

っ
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
そ
の

決
意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

い
つ
の
時
代
で
も
、
ど
こ
で
も

行
動
力
の
あ
ふ
れ
て
い
る
若
者
が

期
待
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
自
分

自
身
が
成
人
に
な
っ
た
誇
り
を
し

っ
か
り
持
っ
て
、
何
ご
と
に
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
佐
々
木
正
躬
・
74
歳
・
駒
木
野
）

杞紗

秋姫美乃

佐々木絵未

佐々木菜乃 竜宮寺梓
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３ 発行月に3歳の誕生日を迎える子を
紹介。わが家自慢の子の写真は左記に
より投稿願います。お待ちしています。

わが家自慢の子、孫の写真
ご応募お待ちしています

【応募要領】子の写真（裏に子の氏名記入）、別紙に子
の名（ふりがな）、子の生年月日、保護者（父母）氏名、
住所（行政区）、電話番号、コメントを書き添え、誕生
月の前月25日ころまでに投稿してください。
【応募先】〒020－0595（住所記載不要）雫石町役場
広報しずくいし担当　※投稿写真は原則としてお返
ししません。

浩二・みどり夫妻の子
（上春木場）

新里萌々花
も も か

ちゃん

３つ上のお姉ちゃんと毎
日仲良くケンカして、たく
ましいわが家の次女です。

久徳・奈緒美夫妻の子
（駅前）澁谷悠希

ゆうき

くん

写真は児童館でおままご
とをしていて、テーブル一
面に並べ、その中のおかず
をお父さんに「どうぞ」と
渡したときの一枚です。
名前のとおり、悠々と大

らかに希望をもって育って
ほしいです。

英継・環奈夫妻の子
（天戸） 高橋李恩

りおん

ちゃん

三姉妹の末っ子ですが、
お姉ちゃんたちに負けない
くらい活発です。外遊びが
大好きで、暑くても寒くて
も泥だらけになるまで遊ん
でいます。サンタさんにも
らった犬のポチがお気に入
りで、寝るときも一緒。
元気で思いやりのある優

しい子に育ってほしいです。

譲二・麻由夫妻の子
（橋場）

千葉朝陽
あさひ

くん

アンパンマンとEXILEが
大好きな朝陽です。生後7
カ月から、ひいばあちゃん
に面倒みてもらい“なまり”
もマスター。
道の駅あねっこまでの三

輪車での散歩も、春になっ
たら復活です。
これからもその笑顔で周

りにたくさんの幸せを振り
まいてください。

穣・和紀子夫妻の子
（大村）

上野咲羽
さ な

ちゃん

ちょっと人見知りです
が、動物が好きな子です。
元気で明るい子に育って

ね。

直樹・麻衣夫妻の子
（七ツ森）

搦手琉華
る か

ちゃん

いつも元気でわが家のムードメ
ーカーちゃん。
弟の世話やみんなに自分のおや

つを分けてくれたり、とっても優
しいところが大好き。みんなを笑
顔にさせる力はおてのもの。
これからもすくすく元気に育っ

てほしいです。

４月からリニューアルする町ホームページに民間企
業などの広告を掲載します。
皆様の事業活動にお役立てください。
広告の大きさは、たて60ピクセル、よこ120ピクセル

です。掲載枠の数は5枠です。
広告料は月額5,250円です。
掲載希望の方は経営推進課情報統計担当（�692－

2111内線253）までお問い合わせください。

本誌は4月号から民間企業などの広告を掲載します。
皆様の事業活動にお役立てください。
広告掲載による収入は本誌印刷費に使います。
広告の大きさは、たて55mm×よこ88mm、この枠が

モデルサイズです。掲載する広告の枠数は、本号（10日
付け）8枠、お知らせ版（25日付け）4枠です。
平成20年度の広告業務取扱業者は、（株）総合広告社

（�626－3370）です。
�経営推進課広聴広報担当（�692－2111内線276）

本誌に広告を掲載します 町ＨＰに広告を募集



●あなたの身近で起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの情報
をお知らせください。

【町役場経営推進課広聴広報担当】
〒020－0595（住所不要）
電話番号：692－2111
FAX番号：692－1311
Eメール：kouhou@town.shizukui
shi.iwate.jp

3月1日

あなたらしく自分らしく輝いて
公開講座で男女共同参画意識啓発

資格を取得して福祉の力に
退職者が居宅介護などを学ぶ

3月1日、中央公民館で雫石町男女共同参画サポー
ターの会（南黒沢福子会長、会員21人）による町民
公開講座「あなたらしく自分らしく輝いて」が開催
され、パネルディスカッションやビデオ学習、朗読
劇を通じて男女共同参画意識について広く周知しま
した。
パネルディスカッションでは高橋公雄副町長をコ

ーディネーターに迎え、同会会員3人をパネリストに
それぞれの活動の場での実体験や経験をもとに男女
共同参画について発表、討議しました。
その後の行
われた質疑応
答では来場者
から男女平等
と共同参画の
違いなどにつ
いて質問が出
され、活発な
意見交換が行
われました。

雫石町シルバー人材センターでは、2月4日から3月
14日まで介護2級資格取得の講習会を町総合福祉セン
ター実施しています。この講習会は町社会福祉協議
会の協力を得て無料で行っているもの。60歳代の求
職者16人が町の福祉の力になるため介護の基礎知識
などについて学んでいます。
2月19日には食事の介護の技術実習が行われまし

た。和やかな雰囲気の中、受講生が交代で介護する
側、される側になり、寝たきりの人に食事を摂取さ
せるポイントなどを勉強しました。

2月～3月

町と鶯宿温泉観光協会では、2
月23日、鶯宿温泉の魅力づくりに
ヒントを得ようと二戸市出身の世
界的グラフィックデザイナー福田
繁雄さんの講演会「デザインによ
る魅力づくりの視点」を鶯宿温泉
ホテル森の風で開催しました。
福田さんは視覚効
果を利用したポスタ
ーやオブジェなど遊
び心あふれるトリッ
クアートの数々をス
ライドで紹介。「人
が考えないことを考
えることが大切」と
話し、集まった約
120人の来場者に人
と違うことをする意
義を訴えました。
また、23日と24日

の2日間、石塚旅館で鶯宿温泉の
昔の写真約30点を展示。24日には
同旅館で雫石の言葉で語る「昔話
し語り」も同時開催されました。
鶯宿温泉は温泉街を再生しよう
と景観整備などの魅力づくりに取
り組んでいます。

まちの話題・出来事紹介

2月23、24日

世界的グラフィックデザイナー招いて講演
福田繁雄さんが鶯宿温泉再生と魅力づくりに助言
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デザインに関する考えを語る福田さん

寝
た
き
り
の
人
へ
の
食
事
の
介
護
方

法
を
学
ぶ
受
講
者

自らの実体験を紹介するパネリスト



2月29日

おばあちゃんの手技を孫に伝授
御明神保育所でひながし作り

後世へつなぐ言葉の文化
しずくいしの昔話しを聞く会開催

2月29日、御明神保育所では南老人クラブと一緒に
ひながしを作りました。ひながし作りにチャレンジ
したのは年長組（さくらぐみ）の22人。おばあちゃん
の指導のもと、器用に生地を伸ばしあんこを包んで
ひながし用の型にはめ込みました。この型は老人ク
ラブメンバーの家庭から持ち寄られたもので、中に
は大正四年と書かれた古いものも見受けられました。
最後に、お礼として子どもたちが作った指編みのマ
フラーをおばあちゃんたちに贈り交流を深めました。

2月23日

TOWN TOPICS

25

NPO法人しずくいし・いきいき暮らしネットワー
クでは2月23日コテージむら管理センターでしずくい
しの昔話しを聞く会その3を開催。約100人の来場者
が雫石の言葉で語られる昔話しに耳を傾けました。
町内の語り部と昔語り教室（町中央公民館主催）受

講生合わせて4人が「お月とお星」や「キツネにだまさ
れた男」などの話を紹介。会を企画した同ネットワ
ークの西山甲士良理事長は「言葉は地域の文化。こ
れからも守り育てていきたい」と話しました。
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老
人
ク
ラ
ブ
に
ひ
な
が
し
の
色
の
付
け
方

を
教
わ
る
児
童
た
ち

多
く
の
来
場
者
を
前
に
雫
石
の
言
葉
で
昔

話
を
聞
か
せ
る
語
り
部

①職種 ②年齢 ③人数 ④基本給
⑤求人番号 ⑥必要資格など

（株）ジャパンクリエイトスタッフ（町内）：�時計用部品の組立（臨時）②不問③4人④
141,900円⑤03010－2456281⑥不問 同：�時計用部品の製造（臨時）②不問③3人④
138,600円⑤03010－2448281⑥不問 （株）寿広（町内）：�設備管理・営繕業務②不問
③1人④158,400円⑤03010－1744281⑥ボイラー技士（２級）、大型特種一種免許 阿部
商事警備業務部SECURITYabe阿部克巳（町内・滝沢村）：�警備員②18歳以上③5人④13
万8千円～16万1千円⑤03010－1723981⑥１種普通免許、初心者可、経験者尚可　岩手
県交通（株）（雫石、滝沢、矢巾を含む盛岡地区）：�整備士（臨時）②不問③2人④127,400
円～14万1千円⑤03010－22281⑥自動車整備士3級、経験者優遇 （有）宮塗装（西安
庭）：�事務員②不問③1人④139,400円⑤03010－2578881⑥１種普通免許、事務経験
有、エクセル、ワード　雫石砂利工業（株）（川原）：�Webクリエーター・デザイナー②59
歳以下③1人④15万円～20万円⑤03010－2363981⑥１種普通免許、XHTML,CSSの基
礎知識、adobeアプリでの制作経験 （有）瀧沢重機建設（御明神）：�重機オペレーター②
不問③2人④18万4千円～20万7千円⑤03010－2214081⑥１種普通免許、不整地運搬
車運転技能、車両系基礎工事用運転、経験者 REFILSPEED（板橋）：①整備スタッフ
②不問③2人④148,500円～19万500円⑤03010－2108281⑥１種普通免許、自
動車整備士2級、経験者限　小岩井乳業（株）小岩井工場（丸谷地）：①乳製品の製
造業②不問③2人 ④127,600円⑤03010－2114781⑥１種普通免許 小岩井農産
（株）（丸谷地）：①乗り物広場における事務補助業務（臨時）②不問③1人④
129,375円～13万8千円⑤03010－1989381⑥１種普通免許、Excel・Word操作
同：①植木植物の販売員（臨時）②不問③1人④120,750円～124,200円⑤
03010－1987181⑥１種普通免許、あかるく、元気な方歓迎 （株）中村建設（下
曽根田）：�経理事務②不問③1人④15万円～16万円⑤03010－1748681⑥１種普通免
許、建設業経理経験 大建重工（株）（万田渡）：�建設鳶工・鍛冶工②不問③5人④14万円
～24万円⑤03010－1651981⑥１種普通免許、高所作業経験、溶接・高所作業車等資格
取得者歓迎 （株）宮田醤油店（長山）：�製造補助作業②不問③1人④13万円～13万8千円
⑤03010－1438881⑥就業経験（職種不問） 明北産業（株）（西安庭）：①土木施工管
理技士②不問③1人④25万円⑤03010－1329981⑥土木施工管理技士２級、土
木作業、土木施工管理 （株）雫石日産（板橋）：�整備工②59歳以下③1人④13万7千
円～16万円⑤03010－955381⑥１種普通免許、自動車整備士2級、自動車整備経験者
（有）グリーンガレージ（長山）：�部品用品取付修理②不問③1人④15万円⑤03010－
877981⑥１種普通免許 （有）横手鈑金工業所（黒沢川）：①１級建築士または１級
施工管理技士②59歳以下③2人④30万円～40万円⑤03010－318981⑥１種普
通免許、１級建築士、建築施工管理技士１級、建築工事現場監督3年以上　同：
①板金工②59歳以下③3人④15万円～30万円⑤03010－320881⑥１種普通免
許、板金工1年以上 （有）オプト電通（七ツ森）：�電話工事作業員②不問③1人④15
万円～23万円⑤03010－16885471⑥１種普通免許、経験者歓迎（有）上中屋敷重機（御明
神）：�重機オペレーター兼10tダンプ運転手②不問③1人④20万7千円⑤03010－
16932771⑥大型１種免許、車両系基礎工事用運転、1年以上経験者希望 （有）小西産業
（町内）：�製造工②不問③1人④12万5千円～15万円⑤03010－519381⑥大型１種免
許、移動式クレーン運転士、玉掛技能者 鈴木農機（株）（町内）：�営業②59歳以下
③1人④12万5千円～16万8千円⑤03010－2296281⑥１種普通免許、農業機械知識有
尚可 （株）銀河調剤（町内・盛岡市）：�薬剤師②不問③2人④23万2千円～45万円⑤
03010－16883671⑥薬剤師 （社）康済会身体障害者療護施設「うぐいすの郷」
（西安庭）：①看護師（臨時）②不問③1人④201,600円⑤03010－17803771⑥１種
普通免許、看護師、看護師経験者優遇　同：①介護職員（臨時）②不問③1人④14
万7千円⑤03010－2151081⑥介護福祉士、ホームヘルパー2級　おうしゅくク
リニック（南畑）：①理学療法士・作業療法士②不問③1人④162,800円～25万円
⑤03010－2027181⑥理学療法士、作業療法士　特別養護老人ホーム日赤鴬鳴
荘（南畑）：①看護師・准看護師（臨時）②不問③1人④17万円⑤03010－1696481
⑥看護師、准看護師（社）康生会鴬宿温泉病院（南畑）：①看護師・准看護師②59
歳以下③2人④160,100円～28万円⑤03010－1313481⑥看護師、准看護師
同：①理学療法士・作業療法士②不問③2人④165,300円～25万円⑤03010－
16910071⑥作業療法士、理学療法士　たにふじ歯科医院（高前田）：①歯科助手②
不問③2人④13万円～16万円⑤03010－797981⑥歯科助手経験者優遇（財）いわてリ
ハビリテーションセンター（七ツ森）：①看護師、准看護師（臨時）②不問③3人④
156,800円～257,600円⑤03010－16798271⑥看護師、准看護師 同：①看護
助手（臨時）②不問③2人④115,200円～163,200円⑤03010－633681⑥ホーム
ヘルパー2級（有）介護しずくいし（西安庭）：①介護職員（臨時）②不問③2人④
128,480円～149,600円⑤03010－17857971⑥１種普通免許、ホームヘルパー2級
雫石町役場（千刈田）：�介護支援専門員（臨時）②不問③1人④20万円⑤03010－
17354971⑥１種普通免許、介護支援専門員、保健師、介護支援専門員業務または保健師
業務 （株）サンメディック（八卦）：①生活相談員（デイサービスセンター、臨時）②不問
③1人④14万円～16万円⑤03010－16862271⑥１種普通免許、社会福祉士、その他社
会福祉専門職、通所サービス経験者優遇　同：①介護職員（デイサービスセンター、臨
時）②不問③2人④13万2千円⑤03010－16863971⑥１種普通免許、社会福祉士、その
他社会福祉専門職、経験者優遇 （株）ホテル東日本（町内）：�総務経理②不問③2人④9
万8千円～11万9千円⑤03010－1633081⑥１種普通免許、Excel・Word操作中間法人東
日本福祉手技療法普及協会（町内）：�リラクゼーションセラピスト②59歳以下③1人④
13万円～18万円⑤03010－1513681⑥経験あれば尚可 富士産業（株）東北事業部岩手営
業所（町内）： �調理師または栄養士（臨時）②不問③1人④115,500円～13万2千円⑤
03010－905081⑥調理師、経験者 同：�調理員（臨時）②不問③1人④107,250円～
118,800円⑤03010－514781⑥経験者優遇 （株）NEO STAFF（町内）：�接客（フロアース
タッフ）②不問③3人④15万3千円～18万円⑤03010－707481⑥１種普通免許 ハッ
ピーライフサービス（株）（町内）：�接客サービス（臨時）②不問③10人④13万8千円～
165,600円⑤03010－17475271⑥不問　岩手労済鶯宿保養所南部富士見ハイツ（鴬
宿）：①サービス係（臨時）②不問③1人④120,750円～154,387円⑤03010－
16824671⑥不問 同：①調理長②不問③1人④22万円～25万円⑤03010－
2415281⑥調理師　同：①調理係②不問③1人④13万3千円～16万3千円⑤
03010－2201481⑥調理師 （株）プリンスホテル雫石プリンスホテル（西根）：
①売店（臨時）②不問③1人④14万5千円～15万円⑤03010－984481⑥１種普通免
許、パソコン操作 （株）ホテル加賀助（鴬宿）：�厨房②不問③1人④15万円～18万円
⑤03010－17506271⑥不問 （株）トラスト（ホテルハイビック）（板橋）：①フロン
ト②不問③2人④135,560円⑤03010－16740071⑥不問　同：①清掃②不問③
2人④104,720円⑤03010－16737771⑥不問　

※2月25日までに盛岡公共職業安定所に申し込みのあった町内企業の求
人情報です。【問い合わせ先】就業希望の方は、同職業安定所紹介第一
部門（�624－8902）まで求人番号を告げて問い合わせください。また、
事業所へは職業安定所の紹介状をご持参ください※役場１階に求人情
報を掲示しています。ご利用ください。【担当】町役場商工観光課（�
692－2111）
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イベントや行政案内などの
情報を紹介するページです

税情報
町外に転出するとき
軽自動車の手続きも
軽自動車や原付バイクなどに

かかる軽自動車税は、4月1日現
在の主たる定置場所（保管場所）
の市町村が課税することになっ
ています。
町外に転出したり所有者が変

更になったりしたときは、速や
かに手続きをしてください。
届け出先は、軽自動車は県軽

自動車協会、小型二輪自動車は
東北運輸局岩手支局、原動機付
自転車、小型特殊自動車は町役
場税務課です。
詳しくは町税務課町税管理担

当（�内線146）まで。

岩手県では、平成20年度食品表示
ウォッチャーを募集しています。
食品販売店などで日常的にモニタ

ーし、定期的に報告するのが食品表
示ウォッチャーの役割です。
【募集資格】平成20年4月1日現在18歳
以上の岩手県在住者
【委嘱期間】委嘱の日から翌年3月31
日まで
【委嘱予定人員】50人
【応募期限】4月25日（必着）
【応募、問い合わせ先】岩手県環境生
活部食の安全安心・消費生活担当（�
629－5323）

最近、緊急地震速報の受信装置設
置の義務化を偽ったり、気象庁の名
をかたった訪問やアンケート調査な
どの行為が行われていたりとの情報
があります。
【寄せられた情報例】
①気象庁の依頼などと名乗り、「緊急
地震速報」の受信装置の取り付けな
どを理由にマンションのエントラン
スを開けさせようとするものが来た。
②「緊急地震速報」に関するアンケ
ート調査を口実とし、名前や住所な

どの個人情報を記入させられた。
③「市町村の防災センター（あるいは
マンション管理業者）からの依頼です」
などと名乗り、「緊急地震速報」の受
信装置を販売しようとした。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
気象庁では、住民の皆様に受信装

置の設置などを義務づけたり、直接
伺って設置を促したりすることはあ
りません。また、アンケート調査を
行う場合でも世帯を直接訪問したり、
個人情報の記入をお願いしたりする
ことはありませんので、ご注意くだ
さい。（気象庁地震火山部管理課�
03－3212－8341）

山の環境と山の恵みを守り育てる
森林ボランティア講座の受講者を募
集しています。
初心者から経験者まで、チェーン

ソーや刈り払い機の使い方、間伐作
業などを通して、道具の使い方、安
全な作業のやり方など森林づくりの
基本を学びます。
定員は40人、講座開催期間は4月

から1年間（16回開催）、参加料金は6
千円（学生は半額）です。
【申し込み、問い合わせ先】特定非営
利活動法人・いわて森林再生研究会
（�663－0547）

安心な暮らしへ日常生活用具で支援します

高齢者福祉
サービス通信

○雫石町地域包括支援センター �691－1105
○日赤鴬鳴荘在宅介護支援センター �695－2536
○在宅介護支援センター笑々館 �692－3164
○はーとぽーと雫石在宅介護支援センター

�691－1022
○在宅介護支援センターおみょうじん �691－2550
○町役場福祉課高齢者福祉担当�692－2111（119）

高齢者などが家に閉じこもり、運動
不足や寝たきり状態となることを防ぐ
ため、町ではアクティビティ教室を開
催。随時参加者を募集しています。
【対象者】町内に住所を有する65歳以
上の人で
①何らかの病気や障害はあるものの、
日常生活はほぼ自立しており、一人で
外出できる人
②介護保険の要介護認定を受けていな

い人
【場所】老人憩いの家、各地区公民館
など
【内容】創作活動、レクリエーション、
軽スポーツ、ゲーム、音楽療法、野外
交流など
【開催回数】月1回
【参加費】500円（材料費は必要時別途）
【相談・申し込み先】町地域包括支援
センターまたは在宅介護支援センター

広報しずくいし　第605号

（1月届け出分）

おめでた カッコ内は保護者名

12月

26 堀合　健斗
た け と

・男・（ 勇 ）黒沢川

1月

2 上和野煌太
こ う た

・男・（ 悟 ） 谷　地

7 太田　斗真
と う ま

・男・（尚浩） 安　栖

12 中川　葵遥
き は る

・女・（孝志）五　区

13 高橋　羽衣
う い

・女・（健太郎）黒沢川

14 和田　雅史
まさふみ

・男・（幸広）高前田一区

おくやみ カッコ内は世帯主名と享年

1月

1 黒沢　タケ（雄幸・87） 中　島

1 徳田　義孝（義広・75） 元御所

1 佐　　幸人（本人・76） 極楽野

13 外村　正義（本人・80） 和　野

14 松本三治郎（正幸・89） 上西根

18 石田　サキ（敬一・77） 鴬　宿

19 小赤沢　實（本人・70） 安　栖

20 川口　定美（本人・75） 鴬　宿

21 新里　ミツ（義次郎・77） 桝　沢

21 大久保芳悦（本人・62） 中　沼

23 下川原正三（正子・90） 下川原

27 �橋ナツノ（清治・87） 天　戸

27 伊　　萬一（本人・89） 九十九沢

27 小坂二三雄（本人・65） 天　瀬

森林ボランティア講座
実践を通して学びます

「緊急地震速報」偽った
悪徳商法などご注意を

食品表示の日常監視役
希望者を募っています
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盛岡市夜間急患診療所は、4月1日
から盛岡市神明町に移転します。
盛岡市が同日から中核市に移行し、

同町の旧競馬会館に盛岡市保健所を
開設することに伴い、同所に移転す
るものです。
【移転先】盛岡市神明町3番29号（旧競
馬会館）
【盛岡市夜間急患診療所の概要】
�診療科目　内科、小児科
�診療日時（年中無休）
・受付時間 19時～23時
・診療時間 19時～23時30分

青少年の自立と職業観の育成を目
指し、青少年キャリア教育講演会を
開催します。
【日時】3月28日13時～16時
【場所】盛岡市盛岡駅西通「アイーナ」
【内容】講演「青少年のターニング・
ポイント：進学と就職への対応」（副
題「クロカン」「ドラゴン桜」「銀の
アンカー」にみる青少年の自立）
講師：漫画家・三田紀房
【対象】中学生～大学生（専門学校生
含む）、教職員など
【入場料】無料

【主催】岩手県、岩手県青少年育成県
民会議など
【問い合わせ先】盛岡地域若者サポー
トステーション運営協議会（�625－
8460）

人事院では、平成20年度国家公務
員採用試験を実施します。
（試験名に続き、①受け付け期間、②
第一次試験日の順）
【�種試験（大学卒業程度）】
① 4月1日～4月8日、② 5月4日

【�種試験（大学卒業程度）】
① 4月11日～4月22日、② 6月22日

【�種試験（高校卒業程度）】
① 6月24日～7月1日、② 9月7日
申込用紙の請求や受験資格など詳

しくは人事院ホームページ（http://
www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）ま
たは人事院東北事務局第二課試験係
（�022－221－2022）までお問い合わ
せください。

仙台国税局では、地元の大学に通
っている人、首都圏からUターンし
て公務員を目指す人など、東北を拠
点に活躍するバイタリティーあふれ
る税務職員を募集しています。

今回募集を行うのは、試験内容が
大学卒業程度の「国税専門官」です。
【受験資格】
（1）昭和54年4月2日から昭和62年4
月1日までに生まれた人
（2）昭和62年4月2日以降生まれで次
に掲げる人
①大学を卒業した人及び平成21年
3月までに大学卒業見込みの人

②人事院が①に掲げる人と同等の
資格があると認められる人

【受け付け期間】4月1日～4月14日
【受験申込書の請求先】最寄りの税務
署、仙台国税局人事第二課、人事院
東北事務局
【問い合わせ先】仙台国税局人事第二
課（�022－263－1111）

宮内庁では平成21年歌会始の詠進
歌の詠進を受けています。
お題は「生（せい）」。「生」の字を

使用していれば、例えば「一生（いっ
しゃう・いっしょう）」と読んでも、
「生（い）きる」、「生（う）む」、「生（お）
ふ」のように訓読しても差し支えあ
りません。
詠進期間は9月30日までです。
詳しくは宮内庁ホームページ（http

://www.kunaicho.go.jp/d12-08.html）
をご参照ください。

広報しずくいし　第605号

家電製品はリサイクルへ
テレビ、エアコン、洗濯機、冷蔵庫。こ

れらは家電リサイクル法の対象製品です。
不用になったときは、次のいずれかの方法
で処理してください。
1．製品を購入した販売店か、買い替えす
る販売店に引き取りを依頼する。
2．町ごみ出しカレンダーに記載している
業者に依頼する。

3．郵便局でリサイクル料金を振り込み、
メーカー指定引取場所（盛岡市玉山区ま
たは矢巾町流通センター）へ自分で搬入
する。

※1と2の場合、リサイクル料金（メーカー
により料金は異なる）と収集運搬料金の負
担が必要です。
担当：町役場環境対策課（�役場内線166）

資源ごみ情報　分別排出でリサイクルを推進しましょう

びん類 缶類 プラ類 紙類 鉄くず 合計

4～ 12月 173,230 91,600 52,560 394,050 41,790 753,230

1月 20,750 8,440 4,400 45,860 3,070 82,520

合　計 193,980 100,040 56,960 439,910 44,860 835,750

前年同期 215,800 154,120 46,630 441,400 0 857,950

比較 △21,820 △54,080 10,330 △1,490 44,860 △22,200

（単位：kg）

＜資源化実績＞

◆引越の多量ごみは、清掃センターへ直接搬入を
春は新生活のスタートとともに引越のシーズン。引越で出る粗大ごみ

や多量のごみは集積所に出せません。直接町清掃センターに搬入するか
許可業者に依頼するなど適正に処分しましょう。
直接町清掃センターに搬入する際は、集積所に出すと同様、ごみの種

類ごとに分別してください。一度に200㎏を超すような多量の場合は滝沢
村清掃センターに搬入願います。まだ使用できる家具などはリサイクル
ショップを活用するなどして無駄をなくしましょう。

東北を拠点に活躍する
国税専門官採用します

自立と職業観の育成へ
ドラゴン桜作者が講演 詠進歌のお題は「生」

あなたの心を短歌にも

盛岡市夜間急患診療所
４月１日に移転します

国家公務員の採用試験
間もなく受け付け開始
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休 日 当 番 医

●
キ
ラ
リ
！
輝
く
雫
石
人

◆3月
16日 上 原 小 児 科 692－3907
20日 御 所 診 療 所 692－2229
23日 篠 村 医 院 692－5151
30日 雫石大森クリニック 691－2345

※4月の当番医は現在調整中です。決まり
しだい休日当番医表を全戸配布します。
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●人のうごき 平成20年１月31日現在
男 9,138人 （ △9） 出生 10人
女 9,819人 （△13） 死亡 20人
計 18,957人 （△22） 転入 17人
世帯数 6,034世帯（ △3） 転出 29人
※カッコ内は前月末増減

●火事・救急　１月末
火　事 1件
救　急 64件

（盛岡西消防署雫石分署）

鈴
木
　
勝
さ
ん
（
40
歳
・
晴
山
）

す
ず
き
・
ま
さ
る
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
平
成
16
年
に
大
阪
か
ら
雫
石
に
移
住
。
平
成
19
年
春
か
ら
野
中
に
ア
ト
リ
エ
兼
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
流
工
房
」

を
開
き
、
南
部
鉄
器
を
使
っ
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
を
取
り
扱
う
。
こ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
同
年
９
月
「
盛
岡
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
」
の
認
証

を
受
け
る
。
３
月
12
日
に
は
東
京
日
本
橋
の
高
島
屋
で
開
催
さ
れ
る
岩
手
の
物
産
展
に
出
品
。
初
の
首
都
圏
進
出
と
な
る
。

活
動
や
特
技
で
頑
張
っ
て
い
る
人
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
広
報
し
ず
く
い
し
担
当（
�
内
線
２
７
７
）

南
部
鉄
器
の
ブ
ラ
ン
ド
性
を
も
っ
と
高
め
て

世
界
に
知
ら
れ
る「
日
本
の
鉄
」に
育
て
た
い

部
鉄
器
を
生
か
し
た
ア
ク

セ
サ
リ
ー
を
手
掛
け
る
鈴

木
さ
ん
。
盛
岡
唯
一
の
南

部
鉄
瓶
の
弦
職
人
に
ア
ク
セ
サ
リ
ー

用
鉄
製
品
の
鋳
造
を
依
頼
し
、
手
軽

に
求
め
ら
れ
る
南
部
鉄
器
製
品
を
開

発
し
て
い
ま
す
。

南
部
鉄
器
の
「
重
い
」「
錆
び
る
」

と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
払

し
ょ
く
す
る
た
め
、
鈴
木
さ
ん
が
着

目
し
た
の
が
軽
く
て
安
価
に
求
め
ら

れ
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
。
評
判
は
上
々

で
、
昨
年
の
盛
岡
市
産
業
ま
つ
り
で

は
物
産
品
の
中
で
最
も
人
気
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
。「
手
作
り
感
の
あ
る

本
物
の
南
部
鉄
器
と
い
う
の
が
受
け

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
の
こ

と
。
そ
の
一
方
で
「
南
部
鉄
器
そ
の

も
の
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
、
職
人
も

減
っ
て
い
く
」
と
伝
統
工
芸
の
将
来

も
危
惧
し
て
い
ま
す
。

「
自
分
が
関
わ
っ
た
こ
と
で
南
部

鉄
器
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
が
有
名
に
な

れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
す
鈴
木
さ
ん
。

今
年
は
県
外
周
知
に
力
を
注
い
で
い

き
ま
す
。「
去
年
は
県
内
、
今
年
は

県
外
。
い
ず
れ
は
海
外
に
鉄
器
ア
ク

セ
サ
リ
ー
を
広
め
て
い
き
た
い
。
鉄

文
化
が
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
「
日
本

の
鉄
」と
し
て
紹
介
し
た
い
で
す
」と

の
こ
と
。
現
在
、
海
外
を
視
野
に
入

れ
、
鉄
に
漆
を
塗
り「
岩
手
ら
し
さ
」

に「
日
本
ら
し
さ
」を
加
え
た
作
品
の

開
発
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

南

※この日程は医師の都合で変更になることがあります

あとがき
●生ごみを出さないためには食べ残さない
ことが大切。先日、冷蔵庫の奥に開封済の
ヨーグルトがあったので、何も考えずに食
べたのですが、後で賞味期限が一カ月前に
過ぎていたことが判明しました。そんなも
のを食べながらも、特に体に変調がなかっ
た自分に驚きを隠せません。 （和恵）
●出されたごみの重さが昨年と比べ87グラ
ム減ったとのこと。原稿の下書きや校正に
ミスプリント紙を使うなど無駄使いしてい
ないつもりですが・・。ちなみに生卵の重
さは60－80グラム。これを機に重さを意識
してみたいですね。ついでに体重も　（一）


